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華
霧
年
度

・
．
予
算
が
成
立

つ

尉
，
i
第
1
回
定
例
会
開
催
I

W　
　
　
議
決
内
容

　
議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、
区
長
か
ら
7
9
の

案
件
が
、
議
員
か
ら
1
件
の
案
件
が
提
出
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
1
2
年
度
各
会
計
予
算
　
　
　
　
　
5
件

皿
撫
蕪
｝
［
灘
塾

㏄
蕪
簸
置
難
鞭
欝
］

1
関
係
記
事
は
4
～
7
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
1

⑤
1
1
年
度
各
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
2
件

〇
一
般
会
計
（
第
三
次
）

（
賛
成
多
轟
爆
総
．
継
杜
）

○
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
（
第
二
次
）

（
賛
成
多
轟
懸
織
生
活
悉
）

　
補
正
後
の
各
会
計
予
算
額
は
次
の
と
お
り
。

　
一
般
会
計
　
壬
二
五
八
億
二
九
七
四
万
］
千
円

　
国
保
会
計
　
　
四
八
二
億
四
二
二
三
万
九
千
円

㊦
条
例
の
新
設
　
　
　
　
　
　
　
　
9
件

O
幼
稚
園
教
職
員
勤
務
時
間
・
休
日
・
休
暇

　
条
例
（
全
員
賛
成
）

0
幼
稚
園
教
職
員
給
与
条
例
（
全
員
賛
成
）

○
幼
稚
園
教
職
員
給
与
特
別
措
置
条
例

（
賛
成
多
撒
懸
継
曜
．
）

1
以
上
3
件
は
、
幼
稚
園
教
職
員
の
都
か
ら

　
区
へ
の
身
分
切
り
替
え
に
伴
う
も
の
。

O
介
護
保
険
条
例

（
賛
成
多
蔽
艦
藻
繋
仕
）

　
介
護
保
険
の
実
施
に
伴
い
、
保
険
料
な
ど

　
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
。

O
介
護
保
険
円
滑
導
入
基
金
条
例
（
全
員
賛
成
）

」
歌
，

手

　
介
護
保
険
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
、
基
金

　
を
設
置
し
た
。

O
介
護
給
付
費
準
備
基
金
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
介
護
保
険
財
政
の
年
度
間
の
均
衝
を
保
つ

　
た
め
、
準
備
基
金
を
設
置
し
た
。

O
化
製
場
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
都
区
制
度
改
革
に
よ
る
化
製
場
の
設
置
の

　
許
可
事
務
の
移
管
に
伴
う
も
の
。

0
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
基
本
的

　
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
2
2
ケ
所
の
在

　
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

O
高
齢
者
在
宅
復
帰
施
設
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
高
齢
者
在
宅
復
帰
施
設
ほ
の
ぼ
の
（
南
鳥

　
山
4
丁
目
2
8
1
3
）
を
設
置
し
た
。

●
条
例
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3
件

○
組
織
条
例

（
賛
成
多
轟
鞭
驚
蹉
活
悉
）

　
子
ど
も
施
策
の
推
進
や
清
掃
事
業
の
移
管

　
に
対
応
す
る
体
制
を
整
備
し
た
。

○
手
数
料
条
例

（
蔓
数
辮
繋
灘
鞍
）

　
法
改
正
に
伴
い
、
手
数
料
の
規
定
を
整
備
し
た
。

0
行
政
手
続
条
例
及
び
個
人
情
報
保
護
条
例

　
　
（
全
員
賛
成
）

　
法
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
た
こ
と
な
ど
。

O
職
員
勤
務
時
間
・
休
日
・
休
暇
条
例

　
　
（
全
員
賛
成
）

○
職
員
給
与
条
例
（
全
員
賛
成
）

0
職
員
育
児
休
業
条
例
（
全
員
賛
成
）

0
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
制
限
特

　
例
条
例
（
全
員
賛
成
）

O
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
派
遣
さ

　
れ
る
職
員
処
遇
条
例
（
全
員
賛
成
）

○
職
員
退
職
手
当
条
例

（
賛
成
多
燕
轍
難
謹
盾
禿
）

1
以
上
6
件
は
、
幼
稚
園
教
職
員
の
都
か
ら

　
区
へ
の
身
分
切
り
替
え
に
伴
う
も
の
。

○
職
員
職
務
専
念
義
務
の
特
例
条
例

　
　
（
全
員
賛
成
）

○
職
員
服
務
宣
誓
条
例
（
全
員
賛
成
）

ー
以
上
2
件
は
、
教
育
事
務
の
区
移
管
に
伴

　
う
も
の
。

O
職
員
定
数
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
都
区
制
度
改
革
に
伴
い
、
清
掃
職
員
を
区

　
職
員
と
し
て
定
数
化
し
た
こ
と
な
ど
。

O
職
員
旅
費
条
例
（
全
員
賛
成
）

O
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬
・
費
用
弁
償
条

例
（
全
員
賛
成
）

O
選
挙
管
理
委
員
の
報
酬
・
費
用
弁
償
条
例

　
　
（
全
員
賛
成
）

O
農
業
委
員
会
委
員
の
報
酬
・
費
用
弁
償
条

　
例
（
全
員
賛
成
）

0
選
挙
長
等
の
報
酬
・
費
用
弁
償
条
例

　
　
（
全
員
賛
成
）

○
付
属
機
関
の
構
成
員
の
報
酬
・
費
用
弁
償

　
条
例
（
全
員
賛
成
）

O
区
議
会
の
調
査
・
公
聴
会
出
頭
者
の
費
用

　
弁
償
条
例

（
賛
成
多
数
羅
諜
難
繋
杜
）

O
選
挙
管
理
委
員
会
の
出
頭
関
係
人
の
費
用

　
弁
償
条
例

（
麓
多
姦
璽
難
雛
杖
）

O
監
査
委
員
の
出
頭
関
係
人
の
費
用
弁
償
条
例

（
菱
数
辮
噸
襲
雛
杜
）

O
農
業
委
員
会
の
出
頭
関
係
人
の
費
用
弁
償

　
条
例
（
賛
成
多
姦
犠
叢
雛
蕉
）

1
以
上
1
0
件
は
、
旅
費
制
度
の
見
直
し
に
伴

　
う
も
の
。

O
区
長
等
の
給
与
条
例
（
全
員
賛
成
）

O
区
議
の
報
酬
・
費
用
弁
償
条
例

　
　
（
全
員
賛
成
）

O
監
査
委
員
の
給
与
条
例
（
全
員
賛
成
）

O
教
育
長
の
給
与
・
勤
務
時
間
条
例

　
　
（
全
員
賛
成
）

1
以
上
4
件
は
、
旅
費
制
度
や
期
末
手
当
の

　
見
直
し
な
ど
に
伴
う
も
の
。

O
区
税
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
法
改
正
に
伴
う
も
の
。

O
区
民
会
館
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
砧
区
民
会
館
の
管
理
を
㈱
世
田
谷
サ
ー
ビ

　
ス
公
社
に
委
託
し
た
。

O
印
鑑
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
法
改
正
に
伴
う
も
の
。

O
せ
た
が
や
女
性
セ
ン
タ
i
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
せ
た
が
や
女
性
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
男
女

　
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
改
め
た
こ
と
な
ど
。

O
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例

（
賛
成
多
熱
難
魏
．
難
鴛
）

　
環
境
美
化
推
進
地
区
協
力
員
に
推
進
地
区

　
以
外
の
区
民
も
選
定
で
き
る
よ
う
改
め
た
。

0
環
境
美
化
推
進
地
区
指
定
条
例

（
賛
成
多
轟
難
鵜
．
鞍
杜
）

　
三
軒
茶
屋
駅
、
喜
多
見
駅
、
及
び
千
歳
烏

　
山
駅
の
周
辺
地
区
を
環
境
美
化
推
進
地
区

　
に
指
定
し
た
。

O
防
災
会
議
条
例

（
賛
成
多
姦
鞭
縷
哩
活
悉
鴛
）

　
構
成
員
に
自
衛
隊
員
及
び
郵
便
局
員
を
加

　
え
た
こ
と
な
ど
。

○
地
域
保
健
福
祉
推
進
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
苦
情
審
査
会
の
対

　
象
に
含
め
た
こ
と
な
ど
。

O
国
民
健
康
保
険
条
例

（
賛
成
多
数
鷺
輯
難
雛
杜
）

　
法
改
正
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
の
規
定
を

　
定
め
た
こ
と
な
ど
。

O
福
祉
地
区
・
福
祉
事
務
所
設
置
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
法
改
正
に
伴
い
、
福
祉
地
区
を
廃
止
し
た
。

O
保
育
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
法
改
正
に
伴
う
も
の
。

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
i
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
、
働
世
田

　
谷
区
保
健
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
た
。

○
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例

（
賛
成
多
轟
麟
慈
盤
蕪
）

　
保
健
セ
ン
タ
i
玉
川
分
室
（
中
町
2
丁
目

　
2
5
1
17
）
を
設
置
し
た
。

O
老
人
会
館
条
例

（
賛
成
多
姦
牒
繋
郎
生
活
モ
殻
）

　
老
人
会
館
の
授
産
事
業
を
廃
止
し
た
。

O
老
人
休
養
ホ
ー
ム
条
例

（
賛
成
多
数
羅
難
欝
蕉
）

　
宿
泊
室
の
日
中
利
用
を
開
始
し
た
こ
と
な
ど
。

○
興
行
場
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
法
改
正
に
伴
う
も
の
。

O
高
額
療
養
費
資
金
貸
付
基
金
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
を
貸
付
け
対

　
象
と
し
た
こ
と
な
ど
。

O
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
介
護
保
険
の
実
施
に
伴
い
、
施
設
の
う
ち
、

　
デ
イ
・
ホ
ー
ム
室
の
事
業
実
施
主
体
を
社

　
会
福
祉
法
人
世
田
谷
区
社
会
福
祉
事
業
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
ぺ
ー
ジ
ヘ
机
ノ
＼
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自
由
民
主
党新

田
　
勝
己
議
員

園
固
新
た
な
区
政
の
指
針
と
な
る
基
本
計

画
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
①
新
し
い
公
共
の
実

現
に
向
け
、
町
会
な
ど
へ
の
支
援
を
強
化
せ

よ
。
②
施
策
評
価
を
予
算
編
成
に
反
映
で
き

る
よ
う
結
果
を
公
表
せ
よ
。
③
出
張
所
機
能

の
見
直
し
は
、
区
民
の
理
解
を
得
て
進
め
よ
。

助
役
　
総
務
部
長
①
地
域
の
要
望
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
。
②
評
価
結
果
を
決
算
資
料

と
と
も
に
公
開
す
る
。
③
区
民
意
見
を
十
分

に
勘
案
し
な
が
ら
移
行
計
画
を
策
定
す
る
。

圏
莚
予
算
は
、
財
政
轟
へ
の
第

一
歩
と
す
べ
き
も
の
だ
。
し
か
し
、
財
源
不

足
を
基
金
の
取
り
崩
し
で
補
っ
て
い
る
。
①

歳
出
抑
制
が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

②
滞
納
さ
れ
て
い
る
区
税
や
国
保
料
な
ど
の

徴
収
強
化
や
行
政
改
革
を
強
力
に
進
め
よ
。

助
役
　
①
行
政
運
営
費
な
ど
の
削
減
に
努
め
、

血
億
円
を
抑
制
し
た
。
②
国
に
税
源
移
譲
を

求
め
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
善
を
推
進
し
、

経
常
収
支
比
率
の
引
き
下
げ
に
努
め
る
。

固
薗
型
介
護
保
険
の
実
施
が
目
前
だ
。
①
要

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
⑭
　
　
●
　
　
0
　
　
●
　
■
　
　
●
　
　
O
　
O
　
　
O
　
O
　
　
■
　
O
　
　
●
　
●
　
　
0

公
　
明
　
党増

田
　
信
之
議
員

園
閏
園
2
1
世
紀
を
展
望
し
た
夢
の
あ
る
世
田

谷
の
未
来
像
を
描
き
、
区
政
運
営
に
当
た
れ
。

区
長
　
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
園
圃
コ
ス
ト
削
減
な
ど
に
有
効
な
P
F
I

手
法
の
早
期
導
入
を
図
れ
。

助
役
　
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

國
園
園
介
護
保
険
の
実
施
で
は
、
①
低
所
得

者
の
負
担
軽
減
策
を
講
じ
よ
。
②
自
立
と
判

定
さ
れ
た
区
民
へ
の
対
応
に
も
万
全
を
期
せ
。

助
役
　
保
健
福
祉
部
長
　
①
必
要
に
応
じ
て
、

対
策
を
講
じ
る
。
②
全
力
で
取
り
組
む
。

固
困
固
奨
学
金
制
度
の
抜
本
的
な
拡
充
な
ど
、

国
の
新
た
な
少
子
化
対
策
の
実
施
に
合
わ
せ
、

区
の
取
り
組
み
も
一
層
強
化
せ
よ
。

保
健
福
祉
部
長
　
子
育
て
支
援
策
な
ど
の
一

層
の
充
実
に
努
め
る
。

固
一
圃
①
環
境
へ
の
責
務
を
一
層
自
覚
し
、

3
月
1
日
及
び
2
日
の
本
会
議
で
、
6
名
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
介
護
認
定
の
申
請
者
数
が
見
込
み
を
下
回
っ

　
　
　
て
い
る
が
、
保
険
財
政
な
ど
へ
の
影
響
は
な

　
　
　
い
の
か
。
②
保
険
料
を
確
実
に
徴
収
せ
よ
。

　
　
　
保
健
福
祉
部
長
　
①
今
後
、
申
請
者
の
増
加

　
　
　
が
見
込
ま
れ
影
響
は
な
い
。
②
徴
収
体
制
の

　
　
　
強
化
と
合
わ
せ
、
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

　
　
固
固
清
掃
事
業
移
管
で
は
、
①
一
部
事
務

　
　
　
組
合
分
担
金
は
、
ご
み
の
排
出
量
な
ど
を
加

　
　
　
味
し
た
算
定
方
法
に
改
め
る
よ
う
、
組
合
に

　
　
　
働
き
か
け
よ
。
②
清
掃
職
員
に
対
す
る
給
与

　
　
　
調
整
額
の
縮
減
や
廃
止
を
都
に
強
く
求
め
よ
。

　
　
　
助
役
　
清
掃
移
管
室
長
①
公
平
な
負
担
を

　
　
　
主
張
し
て
い
く
。
②
都
に
働
き
か
け
る
。

　
　
固
固
商
店
街
の
情
報
化
へ
の
自
主
的
な
取

　
　
　
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
せ
よ
。

　
　
産
業
振
興
部
長
　
具
体
策
を
検
討
す
る
。

　
　
團
困
園
①
住
民
参
加
の
街
づ
く
り
の
経
験
を

　
　
　
生
か
し
、
外
環
道
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り

　
　
　
組
め
。
②
梅
ヶ
丘
駅
以
東
の
小
田
急
線
連
立

　
　
事
業
で
は
、
住
民
と
協
力
し
て
街
づ
く
り
を

　
　
　
推
進
せ
よ
。
③
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
の
早
期
実

　
　
　
現
に
向
け
活
動
を
継
続
せ
よ
。
④
二
子
玉
川

　
　
　
再
開
発
で
は
、
準
備
組
合
へ
の
支
援
を
積
極

　
　
的
に
行
え
。
⑤
ω
国
立
小
児
病
院
跡
地
で
は
、

　
　
　
P
F
I
な
ど
の
活
用
策
を
検
討
せ
よ
。
ω
都

9
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
●
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
●
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
●
　
　
0
　
　
●
　
　
O
　
●
　
　
O
　
　
●
　
●
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
I
S
O
1
4
0
0
1
を
取
得
せ
よ
。
②
区
独
　
。

　
　
自
の
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
展
開
せ
よ
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
区
長
　
助
役
　
清
掃
移
管
室
長
　
①
全
力
で
　
四

　
　
取
り
組
む
。
②
積
極
的
に
事
業
推
進
を
図
る
。
⑭

　
　
園
閥
一
6
月
に
施
行
さ
れ
る
大
店
立
地
法
の
　
⑳

　
　
　
下
で
、
区
も
商
業
振
興
と
環
境
保
全
の
両
面
　
⑰

　
　
　
か
ら
独
自
の
施
策
を
展
開
せ
よ
。
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
助
役
　
関
係
部
署
が
連
携
し
、
対
応
を
図
る
。
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
園
固
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
て
区
内
に
住
　
　
。

　
　
　
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
①
住
み
替
え
家
賃
助
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
成
制
度
を
存
続
せ
よ
。
②
公
的
身
元
保
証
制
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
度
の
創
設
に
も
力
を
注
げ
。
　
　
　
　
　
　
。

　
　
助
役
　
①
当
面
、
事
業
継
続
の
方
向
で
再
検
　
珊

　
　
討
す
る
。
②
早
期
導
入
に
向
け
て
取
り
組
む
。
⑳

　
　
固
固
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
契
機
に
、
㈹

　
　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
一
層
推
進
せ
よ
。
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
教
育
長
　
地
域
と
の
協
力
に
よ
る
教
育
活
動
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
な
ど
を
一
層
展
開
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
圏
ペ
ッ
ト
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、
動
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
物
保
護
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。
　
　
　
　
　
。

　
　
保
健
所
長
　
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。
　
　
㈹

立
大
跡
地
は
、
周
辺
環
境
な
ど
を
考
慮
し
た

計
画
的
な
利
用
を
図
る
よ
う
、
都
に
求
め
よ
。

区
長
　
助
役
　
建
設
住
宅
部
長
ほ
か
　
①
国

や
都
と
住
民
の
間
に
立
ち
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
②
区
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

て
、
都
と
の
協
議
を
進
め
る
。
③
関
係
区
や

都
と
連
携
し
て
早
期
実
現
に
努
力
す
る
。
④

円
滑
な
推
進
を
目
指
し
、
指
導
や
支
援
を
行

う
。
⑤
㈲
区
民
や
事
業
者
な
ど
の
意
見
を
踏

ま
え
、
早
急
に
方
針
を
策
定
す
る
。
ω
区
民

の
意
見
を
聞
い
て
、
都
と
協
議
し
た
い
。

園
固
①
移
管
さ
れ
る
教
科
書
採
択
事
務
は
、

区
教
委
が
責
任
を
持
っ
て
公
正
・
公
平
に
行

え
。
②
ω
学
校
給
食
の
調
理
作
業
の
委
託
を

全
校
に
早
急
に
導
入
せ
よ
。
ω
中
学
校
給
食

の
自
校
調
理
方
式
を
拡
大
せ
よ
。

教
育
長
　
教
育
次
長
　
①
区
の
実
状
に
合
っ

た
採
択
を
検
討
し
て
い
る
。
②
ω
小
学
校
は

14

年
度
以
降
、
中
学
校
は
1
2
年
4
月
か
ら
順

次
委
託
し
て
い
く
。
ω
転
換
を
進
め
て
い
く
。

民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

阿
部
　
力
也
議
員

國
圃
危
機
的
な
財
政
状
況
を
乗
り
切
る
た

め
に
も
、
行
財
政
改
革
の
実
行
が
不
可
欠
だ
。

①
区
長
の
決
意
を
示
せ
。
②
外
郭
団
体
の
財

務
状
況
の
情
報
公
開
を
進
め
よ
。
③
施
策
評

価
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
確
保
せ
よ
。

④
事
業
の
民
間
委
託
化
を
進
め
る
た
め
、
妥

当
性
を
判
断
す
る
指
針
を
作
成
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
①
行
革
に
全
力
を
注
ぐ
。
②

13

年
度
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
③
政
策
に

着
実
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
④
検
討
し
た
い
。

oOOO④00㊤OOOOOOOOOOOOOOO⇔OOOOOOOOOOOOOOO⑭00000900000000000000000000000

日
本
共
産
党村

田
　
義
則
議
員

國
國
凹
二
子
玉
川
再
開
発
計
画
は
見
直
す
べ

き
だ
。
①
㎜
m
を
超
え
る
三
棟
の
超
高
層
ビ

ル
に
よ
る
国
分
寺
崖
線
の
景
観
破
壊
に
つ
い

て
の
区
長
の
見
解
。
②
オ
フ
ィ
ス
や
商
業
床

が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
説
明
を
。
③
区
長
は

開
発
の
是
非
を
、
直
接
住
民
と
話
し
合
え
。
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●
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●
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●
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●

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

西
崎
　
光
子
議
員

　
園
固
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
住
民
を
顧
客

　
と
と
ら
え
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足

　
度
を
重
視
し
た
事
業
展
開
が
必
要
だ
。
施
策

　
評
価
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
区
民
の
声
が
十
分

　
に
反
映
で
き
る
も
の
と
せ
よ
。

　
助
役
　
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
サ

　
ー
ビ
ス
の
再
構
築
に
生
か
し
て
い
く
。

圏
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
防
止
す
る

　
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
資
源
と
し
て
回
収
し
、

　
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
せ
よ
。
②
ダ
イ
オ
キ
シ

　
ン
・
ゼ
ロ
を
目
指
す
条
例
の
制
定
を
急
げ
。

　
清
掃
移
管
室
長
ほ
か
　
①
他
自
治
体
の
先
進

　
事
例
や
区
民
要
望
を
把
握
し
検
討
し
て
い
く
。

②
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
。

固
固
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
、
①
子

　
ど
も
の
権
利
宣
言
や
条
例
の
制
定
を
行
え
。

O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
O
　
　
O
　
O
　
　
e
　
　
＠
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
㊤
　
　
O
　
　
O
　
O
　
　
㊤
　
　
0
　
　
0
　
0
　
　
0
　
　
0
　
㊦
　
　
O
　
O

園
固
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
す
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
る
た
め
、
事
業
者
の
評
価
制
度
を
設
け
よ
。
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
保
健
福
祉
部
長
　
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

固
園
園
宅
地
開
発
な
ど
の
事
業
者
に
、
工
事
　
㈹

　
公
害
を
防
止
す
る
た
め
の
説
明
責
任
を
課
す
　
㈹

　
な
ど
、
建
築
紛
争
の
未
然
防
止
に
努
め
よ
。
　
㈹

　
環
境
部
長
　
事
業
者
へ
の
指
導
を
強
化
す
る
。
㈹

園
固
設
置
予
定
の
教
科
書
選
定
委
員
会
に
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
お
け
る
教
科
書
の
選
定
基
準
を
明
確
に
せ
よ
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

教
育
政
策
部
長
　
児
童
生
徒
の
親
し
み
や
す
　
。

　
さ
や
、
わ
か
り
や
す
さ
を
基
準
と
す
る
。
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

園
固
清
掃
事
業
の
移
管
を
契
機
に
、
プ
ラ
　
帥

　
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
回
収
の
早
期
実
施
を
強
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
く
要
望
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

区
長
　
助
役
　
都
市
整
備
部
長
　
①
環
境
へ

の
配
慮
を
指
導
す
る
。
②
準
備
組
合
が
検
討

し
た
。
③
住
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
。

園
固
行
革
の
行
動
計
画
は
福
祉
切
捨
て
だ
。

①
区
長
は
福
祉
優
先
の
公
約
を
破
る
の
か
。

②
老
人
福
祉
手
当
は
継
続
せ
よ
。
③
巨
費
を

投
じ
る
再
開
発
事
業
な
ど
を
や
め
、
福
祉
を

優
先
せ
よ
。
④
多
く
の
区
民
が
反
対
す
る
学

校
給
食
の
民
間
委
託
は
再
考
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
都
市
整
備
部
長
　
①
今
後
と

O
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●
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④
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O
　
O

②
子
ど
も
の
人
権
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度

の
創
設
に
も
取
り
組
め
。

助
役
教
育
長
保
健
福
祉
部
長
①
6
月

議
会
に
は
提
案
し
た
い
。
②
検
討
し
て
い
る
。

圏
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
働
く
女
性
へ
の
子
育
て
支
援
が
重

要
だ
。
①
子
ど
も
・
男
女
共
同
参
画
課
の
設

置
を
機
に
、
支
援
体
制
を
強
化
せ
よ
。
②
保

育
園
待
機
児
の
解
消
に
向
け
、
N
P
O
な
ど

を
活
用
し
た
支
援
策
を
支
所
ご
と
に
進
め
よ
。

生
活
文
化
部
長
ほ
か
　
①
関
係
部
署
と
の
連

携
を
一
層
図
っ
て
い
く
。
②
一
時
保
育
の
地

域
展
開
な
ど
、
施
策
の
充
実
に
努
め
た
い
。

園
固
介
護
保
険
の
開
始
が
問
近
だ
。
①
介

護
保
険
条
例
に
は
基
本
理
念
を
盛
り
込
め
。

②
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
す
る

た
め
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
と
苦
情
審
査

会
と
の
連
携
体
制
を
作
れ
。

助
役
　
保
健
福
祉
部
長
　
①
地
域
保
健
福
祉

推
進
条
例
の
基
本
理
念
に
含
ま
れ
る
。
②
情

報
交
換
を
行
う
な
ど
、
連
携
を
図
り
た
い
。
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社
会
民
主
党唐

沢
　
敏
美
議
員

固
固
区
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
、

世
田
谷
ら
し
い
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
、

21

世
紀
も
積
極
的
に
進
め
よ
。

区
長
　
助
役
　
住
民
自
治
を
充
実
さ
せ
る
。

固
隅
圃
①
子
ど
も
の
成
長
に
、
自
然
体
験
や

地
域
交
流
は
大
変
有
意
義
だ
。
体
験
学
習
を

通
し
て
、
子
ど
も
が
自
ら
育
つ
た
め
の
施
策

を
強
力
に
進
め
よ
。
②
介
護
保
険
の
実
施
で

は
、
ω
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
向
け
、
体
制

の
整
備
に
万
全
を
期
せ
。
ω
サ
ー
ビ
ス
量
を

O
　
O
　
O

も
福
祉
に
力
を
注
ぐ
。
②
経
過
措
置
が
設
け

ら
れ
る
。
③
街
づ
く
り
は
福
祉
の
基
盤
整
備

で
も
あ
る
。
④
安
全
衛
生
を
徹
底
し
て
い
く
。

園
固
介
護
保
険
の
実
施
で
は
、
保
険
外
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
も
含
め
、
低
所
得
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
料
の
負
担
軽
減
策
を
講
じ
よ
。

助
役
　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
長
　
制
度
開
始
後

の
状
況
を
見
て
判
断
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訓
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

O
　
　
O
　
　
O
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
O
　
　
Q
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
●
　
　
O
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
①
　
　
O
　
　
●
　
㊦
　
　
0
　
0
　
　
0

　
　
確
保
せ
よ
。
回
要
介
護
認
定
か
ら
外
れ
た
区

　
　
民
へ
の
対
策
に
も
積
極
的
に
取
り
組
め
。

　
　
教
育
長
　
保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
①
家
庭
、

　
　
地
域
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
②
㈲

　
　
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
ω
需
要
を
見
な

　
　
が
ら
適
切
に
対
応
し
た
い
。
㈲
在
宅
生
活
を

　
　
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

　
　
固
圃
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
区
民
参

　
　
加
で
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
出
張
所
な
ど

　
　
で
事
業
の
協
力
者
を
確
保
し
展
開
せ
よ
。

　
　
助
役
　
区
民
と
の
協
働
に
向
け
て
力
を
注
ぐ
。

　
　
圏
出
張
所
の
機
能
強
化
に
向
け
た
見
直

　
　
し
で
は
、
新
し
い
公
共
の
実
現
を
目
指
せ
。

　
　
玉
川
支
所
長
　
新
出
張
所
の
役
割
で
も
あ
る
。
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五
十
畑
　
孝
司
議
員
（
自
　
民
）

園
圖
①
介
護
保
険
制
度
を
安
定
的
か
つ
着

実
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
介
護
支

援
専
門
員
の
不
足
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
策
定
が
遅
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
万
全
を
期
せ
。
②
介
護
保
険
外
の
サ
ー

ビ
ス
を
、
介
護
保
険
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
受

益
者
負
担
の
考
え
方
で
実
施
す
る
こ
と
は
可

能
だ
。
今
後
も
、
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
の
一
部

負
担
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
よ
。

保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
①
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
②
将
来
の
世
代
の
負
担
も

視
野
に
入
れ
、
利
用
者
負
担
の
あ
り
方
を
継

続
的
に
検
討
し
て
い
く
。

桜
井
　
稔
議
員
（
共
　
産
）

園
固
田
国
立
小
児
病
院
の
跡
地
利
用
計
画

の
策
定
で
は
、
地
元
住
民
の
声
を
十
分
反
映

さ
せ
よ
。
囲
転
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
高
齢

者
が
、
安
心
し
て
世
田
谷
に
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
①
身
元
保
証
人
が
い
な
い
た
め
、

入
居
契
約
で
き
な
い
時
に
、
区
が
保
証
人
と

な
る
制
度
を
早
急
に
導
入
せ
よ
。
②
住
み
替

え
家
賃
助
成
の
見
直
し
を
や
め
、
存
続
せ
よ
。

助
役
　
建
設
住
宅
部
長
　
田
区
民
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
国
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

田
①
住
宅
整
備
方
針
の
見
直
し
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。
②
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

助
成
金
の
減
額
は
や
む
を
得
な
い
。

木
村
　
幸
雄
議
員
（
自
　
民
）

園
固
国
①
経
済
状
況
が
厳
し
い
中
、
区
民

税
収
入
が
落
ち
込
ん
で
い
る
。
徴
収
率
向
上

の
た
め
、
債
権
管
理
を
強
化
せ
よ
。
②
都
か

ら
移
管
さ
れ
る
、
た
ば
こ
税
と
入
湯
税
の
税

収
見
込
み
を
示
せ
。
囲
高
齢
者
が
気
軽
に
外

出
を
楽
し
め
る
よ
う
、
公
園
へ
の
ベ
ン
チ
の

増
設
や
、
道
路
用
地
の
残
地
を
利
用
し
た
休

息
所
の
設
置
に
、
積
極
的
に
取
り
組
め
。

税
務
経
理
部
長
ほ
か
　
国
①
体
制
を
整
備
し

徴
収
強
化
を
図
る
。
②
た
ば
こ
税
は
4
3
億
円
、

入
湯
税
は
㎜
万
円
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

囮
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
や
さ
し
い
街
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
橋
　
忍
議
員
（
民
・
無
）

園
園
園
田
①
建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
う
、

ω
中
間
検
査
の
対
象
の
拡
大
を
都
に
求
め
よ
。

ω
民
問
の
建
築
確
認
・
検
査
が
、
区
の
街
づ

く
り
と
整
合
す
る
よ
う
連
携
を
図
れ
。
②
ミ

【
≡

3
月
2
日
及
び
3
月
3
日
の
本
会
議
で
は
、
3
1
名
の
議
員
が
区
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

二
開
発
を
防
ぐ
条
例
を
制
定
せ
よ
。
団
胃
が

ん
検
診
に
、
費
用
対
効
果
の
高
い
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
を
導
入
せ
よ
。
囮
①
清
掃
工
場
の
区

へ
の
譲
渡
を
確
実
に
進
め
よ
。
②
清
掃
一
部

事
務
組
合
の
分
担
金
の
算
出
方
法
を
見
直
せ
。

都
市
整
備
部
長
ほ
か
　
田
①
ω
働
き
か
け
て

い
く
。
ω
協
力
を
求
め
て
い
く
。
②
引
き
続

き
検
討
す
る
。
田
検
討
し
た
い
。
剛
①
実
現

に
努
め
る
。
②
あ
り
方
の
見
直
し
を
進
め
る
。

羽
田
　
圭
二
議
員
（
社
　
民
）

固
固
田
子
ど
も
の
い
の
ち
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
①
事
故
の
発
生
場
所
を
初
め
、

通
学
路
の
安
全
対
策
を
強
化
せ
よ
。
②
小
学

校
で
の
体
験
的
な
交
通
安
全
教
育
の
充
実
に

力
を
注
げ
。
③
指
定
校
以
外
に
通
学
す
る
児

童
へ
の
安
全
対
策
も
講
じ
よ
。
田
介
護
保
険

の
実
施
で
は
、
①
利
用
料
の
貸
付
制
度
の
創

設
な
ど
、
低
所
得
者
対
策
に
取
り
組
め
。
②

国
保
加
入
者
の
保
険
料
滞
納
対
策
を
講
じ
よ
。

建
設
住
宅
部
長
ほ
か
　
田
①
一
層
取
り
組
む
。

②
多
様
な
方
法
で
行
っ
て
い
る
。
③
安
全
確

保
に
努
め
る
。
囮
①
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
。

②
P
R
を
徹
底
し
、
納
付
の
促
進
を
図
る
。

宇
田
川
　
国
一
議
員
（
自
　
民
）

固
固
田
上
馬
・
野
沢
地
区
の
、
①
明
薬
大

跡
地
再
開
発
を
公
団
が
施
工
す
る
メ
リ
ッ
ト

を
示
せ
。
②
補
助
㎜
号
線
の
整
備
で
は
、
㈲

立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
区
民
の
移
転

先
に
、
明
薬
大
跡
地
の
再
開
発
を
利
用
せ
よ
。

ω
接
続
す
る
主
要
生
活
道
路
の
整
備
に
も
力

を
注
げ
。
団
太
子
堂
2
・
3
丁
目
地
区
の
防

災
街
づ
く
り
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
地

区
内
の
道
路
整
備
を
総
合
的
に
進
め
よ
。

世
田
谷
支
所
長
　
国
①
道
路
の
早
期
整
備
な

ど
の
効
果
が
あ
る
。
②
ω
代
替
地
の
提
供
な

ど
を
働
き
か
け
る
。
ω
優
先
整
備
路
線
に
位

置
付
け
た
い
。
田
効
果
を
分
析
し
て
進
め
る
。

西
村
　
孝
議
員
（
民
・
無
）

圏
田
二
垂
川
再
開
発
は
、
税
収
覆

や
民
問
活
力
の
活
用
の
面
か
ら
も
推
進
す
べ

き
だ
。
①
事
業
後
の
区
財
政
へ
の
波
及
効
果

を
示
せ
。
②
民
間
主
導
に
よ
る
区
の
利
点
を

示
せ
。
団
土
木
・
公
園
管
理
事
務
所
は
統
廃

合
せ
よ
。
国
区
は
パ
ソ
コ
ン
教
育
を
推
進
し

て
い
る
が
、
機
械
と
向
き
合
う
だ
け
で
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
で
き
る
の
か
。

教
育
長
　
烏
山
支
所
長
ほ
か
　
国
①
住
民
税

な
ど
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。
②
公
園
な
ど

を
少
な
い
負
担
で
整
備
で
き
る
。
田
1
3
年
度

に
は
実
施
し
た
い
。
圃
変
化
に
対
応
で
き
る

資
質
や
能
力
を
養
い
、
生
き
る
力
を
育
む
。

下
条
　
忠
雄
議
員
（
改
革
派
）

園
固
田
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
は
整
備
路
線
か

ら
漏
れ
1
5
年
後
の
検
討
路
線
だ
。
借
金
や
税

収
減
、
3
0
年
間
の
赤
字
予
測
で
は
実
現
困
難
。

①
開
業
は
い
つ
か
。
②
選
挙
目
当
て
だ
っ
た
。

③
無
駄
な
公
共
事
業
だ
。
団
清
掃
の
都
区
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん

渉
は
完
敗
。
①
財
源
不
足
を
ど
う
補
愼
す
る

の
か
。
②
最
後
、
都
議
会
に
打
開
を
頼
ん
だ

の
は
醜
態
だ
。
圃
議
員
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

が
仕
事
、
外
郭
団
体
な
ど
の
委
員
か
ら
外
せ
。

区
長
　
助
役
　
都
市
整
備
部
長
　
田
①
早
期

実
現
に
努
め
る
。
②
促
進
す
る
。
③
必
要
な

路
線
だ
。
囮
①
適
切
に
対
処
す
る
。
②
交
渉

が
前
進
し
た
。
圃
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
高
ま
る
。

川
上
　
和
彦
議
員
（
自
　
民
）

園
固
田
①
2
月
末
に
開
始
し
た
新
資
源
回

収
シ
ス
テ
ム
は
、
多
大
な
経
費
を
要
す
る
。

手
法
を
見
直
す
な
ど
、
よ
り
効
率
的
に
運
営

せ
よ
。
②
区
民
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
啓

発
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
員
の
活
用
を
図
れ
。

岡
南
北
バ
ス
路
線
の
、
①
社
会
実
験
の
成
果

を
踏
ま
え
、
本
格
運
行
の
早
期
実
現
に
取
り

組
め
。
②
区
民
へ
の
P
R
に
十
分
努
め
よ
。

清
掃
移
管
室
長
ほ
か
　
団
①
費
用
対
効
果
の

観
点
か
ら
、
検
討
し
て
い
く
。
②
協
力
員
の

参
加
を
得
た
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。
国
①

事
業
者
が
4
月
中
に
、
免
許
申
請
手
続
き
を

開
始
す
る
予
定
だ
。
②
更
に
P
R
し
て
い
く
。

平
山
　
八
郎
議
員
（
自
　
民
）

開
国
圃
田
未
利
用
施
設
を
転
用
し
た
、
民
間

の
高
齢
者
施
設
を
視
察
し
た
。
工
夫
次
第
で

効
率
的
に
福
祉
の
基
盤
整
備
を
実
現
で
き
る

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
団
①
学
級
崩
壊
の

一
因
に
、
幼
稚
園
で
の
自
由
保
育
が
あ
る
。

こ
の
問
題
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
②
国
が

幼
保
一
元
化
の
指
針
を
示
し
た
。
区
と
し
て

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長
　
施
設
整
備
部
長
　
田
民
間
資
源
の

活
用
な
ど
、
施
設
整
備
で
の
経
費
節
減
に
努

め
る
。
田
①
発
達
段
階
に
応
じ
た
適
切
な
保

育
を
指
導
す
る
。
②
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

幼
児
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

山
木
　
ぎ
ょ
う
子
議
員
（
生
活
ネ
）

一
園
固
田
①
区
内
農
業
の
存
続
に
向
け
、
ω

農
地
保
全
に
力
を
注
げ
。
ω
農
家
の
指
導
で

農
作
業
を
体
験
で
き
る
農
園
を
設
け
よ
。
②

小
中
学
生
に
農
作
業
を
体
験
さ
せ
よ
。
③
学

校
給
食
で
、
地
場
野
菜
の
利
用
を
更
に
進
め

よ
。
田
児
童
館
で
の
子
育
て
広
場
事
業
の
拡

充
が
不
可
欠
だ
。
①
保
健
婦
な
ど
を
定
期
的

に
派
遣
せ
よ
。
②
事
業
の
P
R
に
努
め
よ
。

助
役
　
産
業
振
興
部
長
ほ
か
　
田
①
ω
引
き

続
き
努
力
す
る
。
ω
検
討
を
進
め
る
。
②
推

進
し
て
い
く
。
③
実
施
校
を
拡
大
し
て
い
く
。

囮
①
検
討
を
進
め
た
い
。
②
多
様
な
手
法
で

情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

田
中
　
美
代
子
議
員
（
共
　
産
）

團
闘
型
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
、
長
年
活

動
拠
点
と
し
て
き
た
経
堂
か
ら
北
沢
に
移
転

す
る
。
移
転
に
よ
り
活
動
の
場
を
失
う
団
体

へ
の
支
援
に
当
た
れ
。
圓
都
の
老
人
医
療
費

助
成
事
業
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
慢
性
疾
患
の

高
齢
者
の
医
療
費
負
担
が
著
し
く
増
加
す
る
。

存
続
を
強
く
求
め
よ
。
悶
希
望
丘
バ
ス
路
線

の
整
備
で
は
、
地
域
合
意
を
最
優
先
に
し
て

進
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
田
活
動
に
影
響
し
な

い
よ
う
、
区
民
施
設
の
活
用
な
ど
の
配
慮
を

し
た
い
。
囮
存
続
を
要
請
し
た
が
、
都
は
事

業
廃
止
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

諸
星
養
一
議
員
（
公
明
）

圏
国
①
情
報
基
盤
整
備
を
進
め
る
中
で
、

区
が
果
た
す
役
割
を
示
せ
。
②
情
報
施
策
の

推
進
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
情
報
弱
者
に
十

分
配
慮
せ
よ
。
囮
区
民
施
設
に
防
音
対
策
を

施
す
な
ど
、
音
楽
活
動
が
で
き
る
施
設
を
増

や
せ
。
圓
駒
沢
の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

紛
争
は
、
自
治
体
の
責
務
と
は
何
か
、
と
い

う
根
源
的
課
題
を
提
起
し
て
い
る
。
区
は
街

づ
く
り
の
基
本
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

区
長
　
助
役
　
生
活
文
化
部
長
ほ
か
　
田
①

調
整
役
と
考
え
る
。
②
工
夫
を
凝
ら
す
。
田

既
存
施
設
の
有
効
利
用
な
ど
、
整
備
を
検
討

す
る
。
圃
区
民
の
住
環
境
を
守
る
決
意
だ
。

吉
本
　
保
寿
議
員
（
公
　
明
）

園
固
農
業
振
興
は
区
政
の
重
要
課
題
だ
。

①
J
A
S
（
日
本
農
林
規
格
）
法
の
改
正
に

よ
り
実
施
さ
れ
る
、
ω
産
地
表
示
の
義
務
化

を
機
に
、
区
内
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

れ
。
ω
有
機
食
品
の
認
証
制
度
の
創
設
に
よ

り
、
既
存
の
区
の
有
機
農
業
推
進
事
業
は
ど

う
な
る
の
か
。
②
後
継
者
対
策
に
力
を
注
げ
。

③
区
内
農
産
物
の
直
売
を
、
一
層
支
援
せ
よ
。

産
業
振
興
部
長
①
ω
区
内
産
を
示
す
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
考
案
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。
ω
制

度
に
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
留
意
す
る
。

②
審
議
会
の
審
議
と
平
行
し
て
施
策
を
検
討

す
る
。
③
引
き
続
き
取
り
組
む
。

上
島
　
よ
し
も
り
議
員
（
自
　
由
）

画
圏
回
田
教
科
書
選
定
は
学
校
教
育
で
極
め

て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
①
歴
史
教
科
書
は

ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。
②
移
管
さ
れ

る
選
定
事
務
は
、
ω
1
3
年
度
使
用
分
か
ら
独

自
選
定
を
確
実
に
行
え
。
ω
要
綱
を
策
定
し

公
正
を
期
せ
。
＠
採
択
を
歪
め
る
学
校
票
を

用
い
ず
に
行
え
。
田
介
護
保
険
の
実
施
に
合

わ
せ
、
成
年
後
見
制
度
を
的
確
に
運
用
せ
よ
。

教
育
政
策
部
長
ほ
か
　
田
①
国
民
と
し
て
の

自
覚
を
育
て
る
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
②

㊦
現
在
検
討
し
て
い
る
。
ω
選
定
手
法
を
検

討
し
て
い
る
。
㈲
学
校
現
場
の
意
見
も
把
握

す
る
。
圓
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

長
谷
川
　
義
樹
議
員
（
公
　
明
）

圏
国
介
護
保
険
の
導
入
で
生
じ
る
余
裕

財
源
は
、
保
険
事
業
全
体
の
支
出
の
抑
制
に

つ
な
が
る
高
齢
者
の
自
立
支
援
に
生
か
す
べ

き
だ
。
①
老
人
給
食
を
配
食
す
る
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
急
げ
。
②
昼
間
独
居
の

高
齢
者
を
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
対
象
に
加

え
よ
。
団
介
護
や
子
育
て
支
援
な
ど
と
結
び

付
い
た
地
域
活
性
化
策
と
な
る
、
エ
コ
マ
ネ

ー
（
地
域
限
定
通
貨
）
の
導
入
を
検
討
せ
よ
。

助
役
　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
長
ほ
か
　
田
①
実

現
の
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
②
検
討

し
て
い
く
。
圓
国
内
外
の
先
進
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
研
究
を
続
け
る
。

大
庭
　
正
明
議
員
（
行
革
凹
番
）

閣
園
閏
園
区
長
は
、
区
政
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
都
区
制
度
改
革
の
重
要
事
項
を
決
め
る
区

長
会
に
、
昨
年
の
5
月
以
降
、
連
続
1
2
回
も
、

健
康
問
題
を
理
由
に
欠
席
し
て
い
る
。
し
か

し
、
同
日
に
宴
席
に
は
出
席
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
職
務
怠
慢
だ
。
そ
の

上
、
区
長
が
座
長
で
あ
る
福
祉
な
ど
の
会
議

も
、
半
分
以
上
欠
席
し
て
い
る
。
こ
れ
で
ど

こ
に
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
の
か
。

区
長
　
助
役
　
欠
席
の
際
は
、
代
理
出
席
者

に
指
示
を
与
え
て
お
り
、
職
務
に
支
障
は
な

か
っ
た
。
今
後
は
出
席
し
た
い
。
ま
た
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
大
事
に
し
、
頑
張
り
た
い
。

笹
尾
　
淑
議
員
（
共
　
産
）

圏
田
介
護
保
険
外
の
福
祉
サ
婁
で

あ
る
、
①
家
事
援
助
の
利
用
者
の
自
己
負
担

に
減
免
制
度
を
設
け
よ
。
②
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー

ム
の
利
用
料
を
軽
減
せ
よ
。
③
会
食
・
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
料
金
は
値
上
げ
す
る
な
。
囮
芦

花
団
地
建
替
え
で
は
、
区
営
住
宅
と
高
齢
者

施
設
を
整
備
せ
よ
。
田
北
烏
山
4
丁
目
の
交

通
危
険
箇
所
に
、
歩
道
な
ど
の
設
置
を
急
げ
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
長
ほ
か
　
田
①
国
の
動
向

を
見
た
い
。
②
利
用
料
は
食
事
代
な
ど
の
実

費
相
当
額
と
す
る
。
③
値
上
げ
へ
の
理
解
を

得
て
い
く
。
田
財
政
状
況
も
考
慮
し
検
討
し

た
い
。
田
歩
行
者
空
間
の
確
保
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ヘ
ー
シ
ヘ
帆
く
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藍
口

新
川
　
勝
二
議
員
（
自
　
民
）

園
固
国
登
記
所
が
統
廃
合
な
ど
で
区
外
に

移
転
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
対
策
を
講
じ

よ
。
田
判
断
能
力
が
不
十
分
な
成
人
の
権
利

を
擁
護
す
る
、
成
年
後
見
制
度
が
実
施
さ
れ

る
。
高
齢
者
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
P

R
に
努
め
よ
。
圓
F
M
世
田
谷
は
災
害
時
の

情
報
提
供
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
経
営
安
定
化
に
向
け
支
援
せ
よ
。
囮
粉

じ
ん
が
巻
き
起
こ
る
校
庭
の
改
修
を
急
げ
。

助
役
　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
長
ほ
か
　
田
国
の

動
向
を
見
守
る
。
田
広
報
紙
な
ど
で
周
知
す

る
。
囮
営
業
活
動
の
促
進
や
番
組
内
容
の
充

実
を
指
導
す
る
。
囲
速
や
か
に
対
応
す
る
。

山
口
　
拓
議
員
（
民
・
無
）

固
“
回
国
放
置
自
転
車
の
集
積
場
や
臨
時
置

き
場
の
中
に
は
、
民
有
地
を
借
用
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
。
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
多

額
の
賃
借
料
を
払
う
借
地
は
や
め
、
区
の
遊

休
地
を
活
用
せ
よ
。
剛
区
民
の
区
政
へ
の
関

心
を
喚
起
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
よ
り
多
く

の
区
民
に
議
会
の
傍
聴
に
来
て
も
ら
え
る
よ

う
、
議
員
の
質
問
事
項
な
ど
の
資
料
を
、
区

の
窓
口
な
ど
で
事
前
に
配
布
で
き
な
い
か
。

建
設
住
宅
部
長
ほ
か
　
田
可
能
な
所
に
つ
い

て
は
、
区
有
地
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
。

囲
議
会
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
方

法
に
よ
り
協
力
し
て
い
き
た
い
。

板
井
　
斎
議
員
（
公
　
明
）

固
圃
一
田
①
丸
子
川
流
域
を
環
境
美
化
推
進

地
区
に
指
定
せ
よ
。
②
環
境
美
化
に
取
り
組

む
団
体
を
積
極
的
に
支
援
せ
よ
。
田
障
害
者

が
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
住
宅
施
策
を

充
実
せ
よ
。
田
駐
輪
券
の
発
行
時
間
を
延
長

す
る
な
ど
、
駐
輪
場
の
利
便
性
の
向
上
を
図

れ
。
圃
高
齢
者
世
帯
な
ど
を
対
象
と
し
た
、

ご
み
の
戸
別
収
集
の
モ
デ
ル
実
験
を
行
え
。

団
道
路
不
法
占
用
対
策
を
強
化
せ
よ
。

環
境
部
長
ほ
か
　
罷
検
討
し
た
い
。
囲
住

宅
確
保
に
努
め
る
。
剛
利
用
し
や
す
い
方
法

を
早
急
に
検
討
す
る
。
圃
審
議
会
の
意
見
も

踏
ま
え
て
実
施
し
た
い
。
国
徹
底
を
図
る
。

岩
本
　
激
昌
議
員
（
公
　
明
）

固
困
田
①
6
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
る
大
店
立

地
法
は
、
大
型
店
の
出
店
の
際
に
環
境
対
策

を
求
め
る
も
の
だ
。
㈲
良
好
な
住
環
境
を
守

る
た
め
、
区
独
自
の
規
制
策
も
講
じ
よ
。
ω

、
翻
譲
畠
｝
，
、

［
≡

　
潟
紅
，

区
民
や
商
業
関
係
者
に
法
の
周
知
を
徹
底
せ

よ
。
②
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る

コ
ン
ビ
ニ
の
増
加
が
、
区
内
商
店
街
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
区
は
今
後
、
商
店

街
の
活
性
化
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　
①
㈲
環
境
基
本
条
例
に
基

づ
き
対
応
し
て
い
く
。
ω
引
き
続
き
広
報
紙

や
会
合
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
。
②
実
態

調
査
を
実
施
し
、
具
体
策
を
提
案
し
た
い
。

菅
沼
　
つ
と
む
議
員
（
自
　
民
）

固
閥
一
国
中
学
校
の
、
①
ク
ラ
ブ
活
動
が
廃

止
さ
れ
る
。
体
験
的
な
学
習
の
機
会
が
失
わ

れ
な
い
か
。
②
部
活
動
も
充
実
せ
よ
。
田
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
え
。
囮
4
月

か
ら
区
で
行
う
清
掃
事
業
で
は
、
①
直
営
の

資
源
回
収
事
業
は
委
託
せ
よ
。
②
商
店
街
の

生
ご
み
処
理
に
支
援
策
を
講
じ
よ
。
③
事
業

系
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
せ
よ
。

教
育
政
策
部
長
ほ
か
　
田
①
総
合
的
な
学
習

の
中
で
取
り
組
む
。
②
一
層
支
援
す
る
。
田

早
期
に
実
現
し
た
い
。
囮
①
効
果
的
な
事
業

運
営
を
行
う
。
②
必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
。

③
地
域
特
性
に
応
じ
た
事
業
を
目
指
す
。

嘉
部
　
広
司
議
員
（
共
　
産
）

一
園
圃
一
国
成
城
の
病
院
坂
の
歩
道
整
備
を
急

げ
。
田
介
護
保
険
の
、
①
実
施
に
よ
り
、
受

け
る
サ
ー
ビ
ス
が
減
る
区
民
に
は
、
保
険
外

サ
ー
ビ
ス
で
対
応
せ
よ
。
②
認
定
審
査
の
情

報
公
開
手
続
き
を
簡
素
化
せ
よ
。
圓
外
環
道

整
備
計
画
の
凍
結
解
除
に
は
断
固
反
対
せ
よ
。

囲
祖
師
ケ
谷
大
蔵
駅
の
高
架
下
に
駐
輪
場
を

設
置
す
る
よ
う
働
き
か
け
よ
。

世
田
谷
支
所
長
ほ
か
　
田
仮
の
歩
道
を
整
備

し
た
い
。
囮
①
保
険
内
で
の
対
応
を
工
夫
し

て
い
く
。
②
調
査
票
な
ど
を
各
支
所
で
開
示

す
る
。
圓
整
備
に
向
け
、
国
な
ど
に
協
力
し

て
い
く
。
圃
時
期
を
見
て
要
請
す
る
。

稲
垣
　
ま
さ
よ
し
議
員
（
民
・
無
）

園
閥
一
田
地
域
に
根
差
し
た
N
P
O
活
動
が

ま
ち
づ
く
り
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
活

発
な
活
動
を
促
す
た
め
、
①
N
P
O
支
援
条

例
を
制
定
せ
よ
。
②
行
政
と
N
P
O
の
役
割

分
担
を
明
確
に
せ
よ
。
田
赤
字
の
た
め
解
散

す
る
勧
玉
川
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
事
業

を
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が
引
き
継
ぐ
の
は
疑
問

だ
。
ど
う
運
営
し
て
い
く
の
か
。

生
活
文
化
部
長
ほ
か
　
団
①
市
民
活
動
の
あ

3
ペ
ー
ジ
の
続
き

り
方
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。
②
区
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
有
効
な
方
策
を
ま
と

め
た
い
。
田
医
療
の
空
白
期
間
が
生
じ
る
の

を
避
け
、
従
来
通
り
の
水
準
を
保
ち
た
い
。

畠
山
　
晋
一
議
員
（
自
　
民
）

圏
犯
罪
の
低
年
齢
化
や
学
級
崩
繁
ど

の
社
会
問
題
は
、
子
ど
も
の
し
つ
け
不
足
や

道
徳
心
の
欠
如
な
ど
が
原
因
と
考
え
る
。
こ

の
よ
う
な
中
、
子
ど
も
た
ち
に
、
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め

に
も
、
国
旗
・
国
歌
は
非
常
に
重
要
な
役
割

を
担
う
も
の
だ
。
①
区
の
行
事
な
ど
で
の
国

旗
掲
揚
や
国
歌
斉
唱
を
促
進
せ
よ
。
②
学
校

の
授
業
で
国
歌
を
積
極
的
に
指
導
せ
よ
。

総
務
部
長
ほ
か
　
①
法
制
化
さ
れ
た
趣
旨
を

踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。
②
国
旗

・
国
歌
の
必
要
な
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
指
導
し
て
い
き
た
い
。

木
下
　
泰
之
議
員
（
無
党
派
）

圏
田
①
尼
崎
公
害
判
決
を
踏
ま
え
、
都

知
事
が
大
気
汚
染
へ
の
行
政
責
任
を
認
め
た
。

区
長
は
ど
う
思
う
か
。
②
浮
遊
粒
子
状
物
質

の
抑
制
策
を
示
せ
。
③
一
般
が
ん
検
診
事
業

補
助
を
や
め
環
境
が
ん
対
策
に
充
て
よ
。
④

車
社
会
助
長
の
道
路
整
備
を
抑
制
せ
よ
。
田

都
知
事
が
小
田
急
線
連
立
事
業
の
地
下
化
の

優
位
性
に
言
及
し
た
。
区
長
の
見
解
を
問
う
。

区
長
　
環
境
部
長
ほ
か
　
田
①
都
知
事
の
動

向
を
見
守
る
。
②
更
に
監
視
に
努
め
る
。
③

区
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
情
報
提
供
な
ど

を
行
う
。
④
総
合
的
な
道
路
行
政
を
進
め
る
。

田
区
民
の
立
場
に
立
っ
て
判
断
し
て
い
く
。

奥
村
　
ま
き
議
員
（
民
・
無
）

園
間
一
田
①
同
一
の
放
置
禁
止
区
域
内
で
撤

去
し
た
放
置
自
転
車
は
、
同
一
集
積
所
で
保

管
せ
よ
。
②
移
動
区
域
内
か
ら
臨
時
置
き
場

へ
一
時
撤
去
す
る
場
合
で
も
、
返
還
手
数
料

を
徴
収
せ
よ
。
③
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用

促
進
に
向
け
、
転
入
者
の
多
い
時
期
に
地
域

の
協
力
を
得
て
P
R
に
努
め
よ
。
囮
プ
レ
ー

パ
ー
ク
の
運
営
の
委
託
経
費
を
精
査
し
、
自

主
的
活
動
団
体
へ
の
支
援
に
充
て
よ
。

世
田
谷
支
所
長
ほ
か
　
田
①
可
能
な
限
り
統

一
し
て
い
く
。
②
検
討
し
て
い
く
。
③
学
校

や
出
張
所
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
活
動
を
続
け

る
。
岡
子
ど
も
の
視
点
に
立
ち
見
直
し
た
い
。

原
田
　
正
幸
議
員
（
自
　
民
）

園
固
田
悲
願
の
都
区
制
度
改
革
が
実
現
す

る
が
、
税
財
源
の
配
分
問
題
は
未
解
決
だ
。

国
に
設
置
さ
れ
た
憲
法
調
査
会
で
、
特
別
区

の
財
源
問
題
が
議
題
と
さ
れ
る
よ
う
要
望
せ

よ
。
囮
少
子
化
対
策
の
一
層
の
推
進
に
向
け
、

夜
間
保
育
や
病
児
保
育
な
ど
、
多
様
な
二
ー

ズ
に
合
っ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

よ
。
囮
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校

へ
防
災
無
線
を
配
備
せ
よ
。

助
役
　
保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
田
機
会
を
と

ら
え
、
要
望
し
た
い
。
団
地
域
で
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
全
力
を
尽

く
す
。
田
デ
ジ
タ
ル
化
の
際
に
整
備
し
た
い
。

石
塚
　
一
信
議
員
（
自
　
民
）

固
闇
一
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、
将
来
に
向

け
た
国
民
負
担
の
増
大
な
ど
の
不
安
を
与
え

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
高
齢
者
が
自
立

し
、
若
い
世
代
が
余
裕
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
社
会
の
構
築
が
、
今
後
不
可
欠
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
高
齢
者
を
社
会
的
弱
者
と

し
て
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
経
験
を
生
か
す

な
ど
、
社
会
を
支
え
る
存
在
と
し
て
の
施
策

を
展
開
す
べ
き
だ
。
区
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

区
長
　
保
健
福
祉
部
長
　
高
齢
者
が
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
、
就
労
や
学
習
、
趣
味

な
ど
に
よ
り
、
自
己
実
現
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
施
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
し
て
い
く
。

小
泉
　
た
ま
子
議
員
（
新
風
a
）

固
固
田
①
出
張
所
の
見
直
し
で
は
サ
ー
ビ

ス
を
縮
小
す
る
な
。
②
町
会
な
ど
と
の
関
係

を
強
化
せ
よ
。
③
地
域
の
活
性
化
に
支
所
長

は
指
導
力
を
発
揮
せ
よ
。
④
生
涯
学
習
の
地

域
展
開
を
進
め
よ
。
田
学
校
週
5
日
制
の
完

全
実
施
に
向
け
、
子
ど
も
の
受
け
皿
と
な
る

地
域
の
新
し
い
姿
を
創
造
せ
よ
。
囮
放
置
自

転
車
は
処
分
せ
ず
、
国
際
貢
献
に
活
用
せ
よ
。

助
役
　
教
育
長
　
世
田
谷
支
所
長
ほ
か
　
田

①
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
出
張
所
を
目
指

す
。
②
協
働
し
て
い
く
。
③
積
極
的
に
取
り

組
む
。
④
検
討
し
て
い
る
。
囮
区
民
と
と
も

に
考
え
る
。
囮
取
り
組
み
を
拡
大
し
て
い
く
。
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平成12年度

予算のあらまし

その他
72億730万円
3．2％

産業経済費（尚工農業振興、消費音行政）

衛生費（がん・伝染病の予防、母チ保健、食品
議会費（議会活動、区鍍会だよりの発行）など

　
つ
福
民
　
　
　
　
円

　
除
珀
　
　
　
千

　
を
か
　
ヤ

　
険
福
営
　
　
　
　
1

　
俗
蓬
　
　
　
万

　
護
児
，
　
　
　
7
3
　
￥

　
倹
、
備

　
祉
祉
整
　
　
β
貿

円
禰
難
賊
霧
糊

2
　
　
　
職
5
4
2
3
剛

民生費＼
731億3，449
31．9％

●平成12年度各会計予算●

内　　　　　容 対前年度比伸び率（％）

一　　般　　会　　計 2、290億3、000万円 1．6

国民健康保険事業会計 499億5，283万6千円 6．0

老人保健医療会計 593億3，482万9千円 一3．1

介護保険事業会計 236億　214万4千円 皆増

中学校給食費会計 4億7，114万6千円 一6．8

計 3，623億9，095万5千円 8．4

　　　　　　　　　　　環境費

　　　　　　　　　　　115億3，454万3千円

　　　　　　　　　　　5．0％

　　　　　　　　　　　清掃・リサイクル’jr業、公害対策など

公債費
165億7，097万円
7．2％

特別区儀の元金や利子の償還など

歳出

一般会計予算の内訳（％．構成比
その他

197億6，355万6千円
8．6％

　木費
29　　　9万6千円
12．7％

都市計画、再開発、道路の新設・維持管理、
河川や公園の整備、住環境の整備、建築行政
交通安全対策、緑化推進など

教育費
166億3，161万1千円
7．3％

教育の充実、小中学校や幼稚園の運営、
学校施設の整備、生涯学習。拝業、スポ

ーツの振興など

総務費
205億3，625万7千円
9．0％

防災対策、私立幼稚園などへの助成、広報・
広聴活動、施設の維f，宇管理、文化・コミュニ

ティ事業、青少年の健全育成、男女共同参画
社会の推進など

襟％

　　　　Il区税

　　940億5，　　円
　　41．1％　《内　訳》
　　　　　　特別区民税
　　　　　　894億7－200万

歳入　　　　　　特別区たばこ税　　　　　　43偉5．000万円
　　　　　　軽自勘寧税

　　　　　　灘卿

　　　　地方消費税交付金
　　　　70億円　　　地方特例交付金
　　　　　3・1％　　　86億1，900万円

　　　　　　　　　　　3．8％

都支出金
96億6，783万1千円
4．2％

　　　繰入金
　　　96億7，979万1千円
　　　4，2％　　　　　　　　　　　　，

購誇。
13．9％

9千円認
10．4％

麓欝痛　r
4・3％　　　　国庫支出金

　　　　　　　147億3，151万3千円
　　　　　　　6．4％
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企
画
総
務
領
域

●
自
由
民
主
党

○
計
画
行
政
の
着
実
な
推
進

○
自
治
権
拡
充
へ
の
一
層
の
取
り
組
み

○
区
民
健
康
村
の
計
画
的
な
改
修

O
P
F
I
の
積
極
的
な
活
用

○
財
源
確
保
へ
の
強
力
な
取
り
組
み
（
区
民

　
税
な
ど
の
徴
収
強
化
、
未
利
用
地
な
ど
の

　
有
効
活
用
、
経
費
節
減
の
徹
底
、
財
調
配

　
分
率
の
向
上
な
ど
）

○
区
債
残
高
の
削
減

○
情
報
化
政
策
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

○
外
郭
団
体
の
改
善
へ
の
指
導
強
化
（
施
策

　
評
価
の
活
用
、
人
事
交
流
の
拡
大
な
ど
）

○
本
庁
舎
改
築
の
早
期
具
体
化

●
公
　
明
　
党

○
行
財
政
改
革
の
推
進
（
施
策
評
価
結
果
の

　
政
策
へ
の
反
映
、
議
員
定
数
の
削
減
）

O
区
民
生
活
を
最
優
先
と
し
た
予
算
査
定

○
区
政
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

○
広
報
事
業
の
一
層
の
充
実

○
法
定
外
地
方
税
創
設
の
検
討

○
職
員
の
人
事
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
（
実

　
績
評
価
主
義
の
導
入
、
職
員
の
意
識
改
革
）

●
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

○
税
財
源
移
譲
の
国
へ
の
強
力
な
要
講

○
レ
セ
プ
ト
点
検
委
託
先
選
定
方
法
の
工
夫

○
遊
休
地
の
有
効
活
用
の
促
進

O
委
託
契
約
で
の
厳
正
な
検
査
の
徹
底

○
将
来
の
特
別
区
の
あ
り
方
へ
の
区
の
見
解

●
日
本
共
産
党

○
基
本
計
画
見
直
し
で
の
区
民
参
画
の
徹
底

○
行
財
政
改
善
で
の
福
祉
切
下
げ
の
撤
回

○
都
区
財
調
の
配
分
率
で
の
区
の
主
張
強
化

○
老
人
福
祉
手
当
条
例
の
不
当
な
専
決
処
分

O
電
柱
占
用
料
の
適
正
化
で
十
五
億
増
収
可

●
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○
福
祉
と
環
境
を
重
視
し
た
予
算
編
成

○
区
資
産
の
有
効
活
用
の
促
進

○
区
民
健
康
村
事
業
へ
の
N
P
O
の
参
画

●
社
会
民
主
党

平
成
1
2
年
度
予
算
の
審
査
の
た
め
予
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
7
日
問
に
わ
た
り
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し

ま
す
。

○
区
民
の
参
画
に
よ
る
地
方
分
権
の
推
進

○
法
定
外
普
通
税
導
入
へ
の
調
査
の
実
施

●
反
政
党
・
改
革
派

○
区
議
O
B
の
選
挙
管
理
委
員
へ
の
天
下
り

●
世
田
谷
行
革
H
o
番

○
抜
本
的
な
行
革
へ
の
区
長
の
決
断

●
無
党
派
市
民

○
新
し
い
公
共
は
自
立
的
市
民
活
動
の
阻
害

●
新
風
　
2
1

0
行
革
で
の
区
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
回
避

●
世
田
谷
区
議
会
自
由
党

○
区
独
自
の
都
区
財
政
調
整
調
査
会
の
設
置

区
民
生
活
領
域

●
自
由
民
主
党

O
支
所
へ
の
事
務
移
管
と
本
庁
職
員
の
削
減

○
出
張
所
見
直
し
で
の
利
便
性
の
維
持

0
桜
上
水
駅
付
近
へ
の
集
会
施
設
の
設
置

0
国
勢
調
査
実
施
へ
の
万
全
な
準
備

0
文
化
系
財
団
へ
の
補
助
金
の
大
幅
な
削
減

O
青
少
年
対
策
で
の
学
校
や
地
域
と
の
連
携

○
区
民
と
の
協
働
に
よ
る
ご
み
減
量
の
実
現

○
都
と
連
携
し
た
大
気
汚
染
防
止
策
の
実
施

0
区
民
施
設
で
の
緑
化
の
推
進

O
清
掃
事
業
で
の
手
当
な
ど
の
行
革
の
実
施

○
多
様
な
手
法
に
よ
る
カ
ラ
ス
対
策
の
強
化

O
有
料
ご
み
処
理
券
の
区
へ
の
円
滑
な
移
行

O
区
内
産
業
振
興
策
の
積
極
的
な
展
開

●
公
　
明
　
党

O
地
域
行
政
の
一
層
の
推
進

○
出
張
所
見
直
し
で
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
堅
持

○
町
会
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援

0
子
ど
も
n
n
番
運
動
へ
の
支
援
強
化

O
I
S
O
1
4
0
0
1
の
早
期
認
証
取
得

○
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
規
制
条
例
の
早
期
制
定

O
清
掃
事
業
の
効
率
的
な
運
営

○
中
小
企
業
向
け
融
資
制
度
の
一
層
の
充
実

●
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

○
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
抑
制
対
策
の
強
化

O
I
S
O
1
4
0
0
1
の
早
期
認
証
取
得

○
都
の
新
た
な
自
動
車
公
害
対
策
へ
の
対
応

O
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
円
滑
な
運
営

（
早
朝
収
集
の
早
期
全
区
展
開
な
ど
）

●
日
本
共
産
党

○
「
出
張
所
見
直
し
案
」
は
利
便
性
に
逆
行

○
野
川
の
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
強
化

○
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
の
中
小
企
業
支
援

○
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入

○
酒
販
免
許
自
由
化
に
対
す
る
区
の
対
応

●
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

O
N
P
O
へ
の
支
援
体
制
の
充
実

○
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
へ
の
取
り
組
み

○
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
団
体
へ
の
支
援
強
化

●
社
会
民
主
党

○
製
造
者
な
ど
の
再
資
源
化
責
任
の
明
確
化

○
消
費
者
被
害
の
予
防
と
相
談
体
制
の
整
備

●
反
政
党
・
改
革
派

○
職
員
削
減
を
旨
と
す
べ
き
出
張
所
改
革

●
世
田
谷
行
革
”
o
番

○
美
術
館
の
赤
字
自
主
事
業
へ
の
改
善
指
導

●
無
党
派
市
民

○
車
流
量
予
測
な
き
道
路
整
備
計
画
は
不
当

●
新
　
風
　
2
1

0
間
題
の
多
い
出
張
所
見
直
し
案
の
再
検
討

●
世
田
谷
区
議
会
自
由
党

○
成
人
式
の
あ
り
方
の
見
直
し

福
祉
保
健
領
域

●
自
由
民
主
党

O
介
護
保
険
の
円
滑
な
実
施
（
低
所
得
者
対

　
策
の
実
施
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
の
確
保
、

　
資
金
貸
付
制
度
の
積
極
的
な
P
R
、
シ
ョ

　
ー
ト
ス
テ
イ
の
充
実
、
区
独
自
の
ホ
ー
ム

　
ヘ
ル
パ
ー
資
格
の
創
設
な
ど
）

O
国
立
小
児
病
院
跡
地
取
得
の
強
力
な
要
請

○
元
気
な
高
齢
者
の
就
労
機
会
の
拡
充

○
寝
た
き
り
予
防
施
策
の
一
層
の
充
実

0
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
取
り
組
み
強
化

○
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
（
年
末
・
夜
間
保

　
育
の
実
施
、
延
長
保
育
の
拡
充
、
区
立
幼

　
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
の
実
施
な
ど
）

O
言
語
訓
練
で
の
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
促
進

●
公
　
明
　
党

○
介
護
保
険
へ
の
取
り
組
み
強
化
（
利
用
料

　
の
軽
減
措
置
の
実
施
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

　
ー
の
確
保
、
事
業
者
へ
の
公
正
性
の
確
保
）

O
少
子
化
対
策
の
充
実
（
病
後
児
保
育
の
拡

　
充
、
特
例
交
付
金
の
有
効
活
用
な
ど
V

O
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
円
滑
な
導
入

O
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
対
策
の
強
化

O
が
ん
検
診
へ
の
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
導
入

●
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

○
要
介
護
認
定
で
の
公
平
・
公
正
性
の
確
保

○
保
健
セ
ン
タ
i
玉
川
分
室
の
P
R
強
化

○
保
育
待
機
児
ゼ
ロ
ヘ
の
一
層
の
取
り
組
み

（
空
き
教
室
の
活
用
、
保
育
マ
マ
の
拡
充
）

○
老
人
福
祉
手
当
廃
止
後
の
万
全
な
対
応

●
日
本
共
産
党

○
介
護
保
険
実
施
へ
の
万
全
な
準
備
（
ケ
ア

　
プ
ラ
ン
作
成
の
迅
速
化
、
サ
ー
ビ
ス
量
の

　
確
保
、
低
所
得
者
の
利
用
料
減
免
な
ど
）

O
子
ど
も
権
利
条
例
へ
の
区
民
意
見
の
反
映

O
デ
イ
ホ
ー
ム
の
浴
場
の
一
般
開
放
の
実
施

●
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

O
子
ど
も
権
利
宣
言
へ
の
子
ど
も
意
見
反
映

O
喫
煙
問
題
へ
の
取
り
組
み
強
化

O
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
危
険
性
の
周
知
徹
底

●
社
会
民
主
党

○
要
介
護
認
定
非
該
当
者
へ
の
支
援
の
充
実

0
障
害
者
の
就
労
促
進

●
反
政
党
・
改
革
派

0
少
子
化
対
策
と
称
す
る
政
党
の
選
挙
対
策

●
世
田
谷
行
革
…
番

O
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
実
な
提
供

●
無
党
派
市
民

○
准
看
護
婦
制
度
廃
止
は
補
助
金
廃
止
か
ら

●
新
風
　
2
1

0
福
祉
窓
口
で
の
き
め
細
か
な
対
応
の
徹
底

●
世
田
谷
区
議
会
自
由
党

○
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
本
人
作
成
へ
の
支
援
強
化

都
市
整
備
領
域

●
自
由
民
主
党

O
住
民
へ
の
街
づ
く
り
情
報
の
十
分
な
提
供

O
商
業
地
域
で
の
建
主
へ
の
店
舗
設
置
要
請

O
駅
周
辺
街
づ
く
り
の
積
極
的
な
取
り
組
み

O
下
北
沢
駅
周
辺
街
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

O
梅
ヶ
丘
駅
以
東
の
連
立
事
業
の
早
期
実
現

○
道
路
整
備
の
促
進
（
外
環
道
の
早
期
着
工
、

　
避
難
路
の
確
保
、
街
づ
く
り
と
の
整
合
、

　
環
境
へ
の
十
分
な
配
慮
）

　
け
い
は
ん

0
畦
畔
な
ど
の
移
管
の
推
進

O
放
置
自
転
車
対
策
の
強
化

O
公
共
建
築
物
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減

O
公
共
施
設
の
新
技
術
に
よ
る
安
全
性
強
化

O
区
営
球
場
へ
の
人
工
芝
の
導
入

●
公
　
明
　
党

○
緑
の
保
全
・
創
出
へ
の
強
力
な
取
り
組
み

○
商
業
地
域
の
店
舗
設
置
促
進
要
綱
の
制
定

0
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
置
促
進

O
国
立
小
児
病
院
周
辺
の
街
づ
く
り
の
推
進

○
希
望
丘
バ
ス
路
線
の
早
期
実
現

○
交
通
安
全
対
策
の
強
化

0
高
齢
者
住
宅
入
居
へ
の
ポ
イ
ン
ト
制
導
入

O
下
馬
都
営
住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
要
請

●
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
街
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
強
力
な
推
進

〇
二
子
玉
川
再
開
発
の
早
期
実
現

○
希
望
丘
バ
ス
路
線
の
早
期
運
行

○
放
置
自
転
車
解
消
へ
の
取
り
組
み
強
化

O
道
路
予
定
地
な
ど
の
暫
定
利
用
の
促
進

●
日
本
共
産
党

0
福
祉
の
街
づ
く
り
の
積
極
的
な
推
進

○
住
民
無
視
の
二
子
玉
川
再
開
発
の
見
直
し

○
鉄
道
連
立
化
で
の
駐
輪
場
設
置
の
義
務
化

O
成
城
の
病
院
坂
へ
の
歩
道
の
早
期
整
備

O
せ
た
が
や
の
家
事
業
の
継
続
実
施

●
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
づ
く
り
の
促
進

○
効
果
の
上
が
る
放
置
自
転
車
対
策
の
推
進

○
住
宅
緑
化
へ
の
割
増
融
資
制
度
の
実
施

●
社
会
民
主
党

○
震
災
後
の
具
体
的
な
復
興
計
画
の
策
定

○
定
期
借
家
制
度
導
入
へ
の
万
全
な
対
応

●
反
政
党
・
改
革
派

○
失
敗
（
中
止
）
だ
っ
た
せ
た
が
や
の
家

●
世
田
谷
行
革
”
o
番

○
東
深
沢
中
改
築
業
者
へ
の
厳
正
な
指
導

●
無
党
派
市
民

○
今
こ
そ
、
小
田
急
連
立
は
地
下
に
見
直
せ

●
新
風
　
2
1

0
区
民
が
移
動
し
や
す
い
交
通
手
段
の
整
備

●
世
田
谷
区
議
会
自
由
党

○
放
置
自
転
車
対
策
で
の
庁
内
の
連
携
強
化

文
教
領
域

●
自
由
民
主
党

O
学
校
教
育
の
一
層
の
充
実
（
小
中
一
貫
教

　
育
の
実
現
、
教
員
研
修
の
充
実
な
ど
）

O
指
定
校
変
更
制
度
の
弾
力
的
な
運
用

O
東
深
沢
中
の
改
築
工
事
の
監
督
強
化

O
S
T
E
P
事
業
の
拡
充

0
学
校
施
設
の
計
画
的
な
整
備

O
学
校
開
放
の
一
層
の
推
進

0
ス
ポ
ー
ツ
活
動
団
体
へ
の
支
援
の
強
化

O
教
育
委
員
会
主
導
に
よ
る
教
科
書
採
択

O
文
化
・
歴
史
・
伝
統
教
育
の
充
実

O
小
学
校
低
学
年
か
ら
の
国
歌
斉
唱
の
指
導

O
部
活
動
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
強
化

O
学
校
で
の
介
護
体
験
学
習
の
充
実

●
公
　
明
　
党

○
学
校
ト
イ
レ
改
修
へ
の
子
ど
も
意
見
反
映

○
子
ど
も
を
悪
書
か
ら
守
る
対
策
の
強
化

○
教
育
相
談
事
業
の
拡
充

○
小
学
校
給
食
調
理
委
託
化
の
慎
重
な
検
討

○
教
科
書
選
定
で
の
公
平
・
公
正
性
の
確
保

○
教
育
改
革
の
積
極
的
な
推
進

○
学
校
完
全
週
5
日
制
へ
の
体
制
整
備

○
空
き
教
室
の
企
業
へ
の
貸
出
基
準
の
設
定

●
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

○
子
ど
も
向
け
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
拡
充

○
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
事
業
な
ど
の
充
実

○
空
き
教
室
の
有
効
活
用

○
教
育
改
革
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

○
効
果
あ
る
パ
ソ
コ
ン
教
育
の
実
施

●
日
本
共
産
党

O
中
学
生
教
育
委
員
会
の
成
果
の
活
用

○
学
校
給
食
調
理
の
民
間
委
託
化
の
見
直
し

○
教
科
書
採
択
へ
の
教
員
意
見
の
反
映

O
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
拡
充

○
真
実
を
伝
え
る
歴
史
教
育
の
重
要
性

●
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○
緑
の
学
校
づ
く
り
の
着
実
な
推
進

○
児
童
虐
待
防
止
へ
の
C
A
P
の
導
入
促
進

O
学
校
で
の
国
旗
・
国
歌
強
制
へ
の
疑
問

●
社
会
民
主
党

O
安
全
性
を
最
優
先
し
た
学
校
施
設
の
改
善

O
特
色
あ
る
学
校
教
育
へ
の
取
り
組
み
強
化

●
反
政
党
・
改
革
派

O
左
右
の
政
治
圧
力
を
排
し
た
教
科
書
採
択

●
世
田
谷
行
革
…
番

O
判
断
力
を
養
う
教
育
の
推
進

●
無
党
派
市
民

0
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
は
総
合
批
判
能
力
教
育

●
新
　
風
　
2
1

0
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

●
世
田
谷
区
議
会
自
由
党

○
学
習
指
導
要
領
に
則
っ
た
教
科
書
の
採
択
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平成12年度予算に対する

　3月29日の本会議で、11人の議員が各会派を代表して、
平成12年度各会計予算に対する意見を表明しました。その
要旨をお伝えします。なお、意見表明者は次のとおりです。
　自由民主党二大場康宣議員
　公明党二板井斎議員
　民主党・無所属クラブ二奥村まき議員
　日本共産党二笹尾淑議員
　生活者ネットワーク二西崎光子議員
　社会民主党＝唐沢敏美議員
　反政党・改革派＝下条忠雄議員
　世田谷行革110番二大庭正明議員
　無党派市民二木下泰之議員
　新風21＝小泉たま子議員
　世田谷区議会自由党＝上島よしもり議員

小
さ
な
政
府
の
実
現
に
向
け

、

区
政
改
革
を
断
行
せ
よ

．
騰
灘
難
　

　
低
成
長
・
成
熟
化
社
会
に
対
応
し
た
施
策

の
転
換
を
迫
ら
れ
る
中
で
、
危
機
的
な
財
政

状
況
の
再
建
が
急
務
だ
。
区
は
区
民
に
最
も

身
近
な
政
府
と
し
て
、
肥
大
化
し
た
行
政
を

見
直
し
、
小
さ
な
政
府
の
実
現
に
取
り
組
め
。

　
改
革
の
具
体
策
と
し
て
行
財
政
改
善
推
進

計
画
が
示
さ
れ
た
。
目
標
期
間
を
短
縮
し
、

迅
速
に
実
行
せ
よ
。
ま
た
、
計
画
以
外
の
事

業
で
も
、
現
金
給
付
の
見
直
し
や
新
し
い
公

共
の
実
現
、
費
用
負
担
の
適
正
化
な
ど
を
基

本
に
、
大
胆
な
改
革
を
実
行
せ
よ
。

　
清
掃
事
業
の
移
管
で
は
、
区
が
直
接
実
施

す
る
利
点
を
区
民
が
実
感
で
き
る
よ
う
、
地

域
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
事
業
展
開
を

工
夫
せ
よ
。
ま
た
、
ご
み
減
量
を
図
る
一
方

で
、
運
営
の
効
率
化
に
よ
る
職
員
削
減
と
、

民
間
委
託
化
を
積
極
的
に
進
め
、
清
掃
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
で
も
行
革
を
断
行
せ
よ
。
都
か

ら
受
け
入
れ
る
清
掃
職
員
に
支
給
さ
れ
て
い

る
調
整
額
の
見
直
し
や
、
従
来
の
悪
し
き
労

使
慣
行
の
排
除
に
も
取
り
組
め
。

　
介
護
保
険
の
実
施
で
は
、
低
所
得
者
に
対

す
る
必
要
最
低
限
の
対
策
を
区
独
自
で
講
じ

る
な
ど
、
制
度
の
安
定
化
に
全
力
を
注
げ
。

　
都
市
基
盤
整
備
は
福
祉
で
あ
る
と
の
観
点

か
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、

道
路
整
備
を
着
実
に
進
め
よ
。
外
環
道
は
、

環
境
保
全
や
区
民
意
見
に
配
慮
し
、
早
期
実

現
を
目
指
せ
。
ま
た
、
小
田
急
連
立
事
業
で

は
、
梅
ケ
丘
以
東
の
構
造
形
式
の
早
期
決
定

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
関
係
機
関
へ
要
請
す

る
と
と
も
に
、
沿
線
街
づ
く
り
を
一
層
支
援

せ
よ
。
二
子
玉
川
東
地
区
再
開
発
の
準
備
組

合
へ
の
支
援
も
強
化
せ
よ
。
更
に
、
エ
イ
ト

ラ
イ
ナ
ー
の
実
現
に
引
き
続
き
取
り
組
め
。

　
移
管
さ
れ
る
教
科
書
採
択
事
務
は
、
教
員

の
意
見
を
主
体
と
し
た
採
択
方
法
を
改
め
、

教
育
委
員
会
の
責
任
で
公
正
に
行
え
。

　
学
校
給
食
調
理
業
務
の
委
託
化
は
、
早
急

に
全
校
展
開
せ
よ
。
中
学
校
の
自
校
調
理
方

式
へ
の
転
換
も
積
極
的
に
進
め
よ
。

　
2
1
世
紀
に
向
け
、
区
長
が
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
ブ
を
発
揮
し
、
危
機
感
を
持
っ
て
区
政

改
革
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

場娼
、
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地
方
分
権
の
さ
ら
な
る
推
進
や
一
層
の
財

源
確
保
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
を
解
決
し
、

21

世
紀
を
展
望
し
た
ロ
マ
ン
あ
る
区
政
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
こ
そ
、
議
会
と
行
政
の
果

た
す
べ
き
使
命
だ
。

　
最
重
要
課
題
で
あ
る
行
財
政
改
革
で
は
、

施
策
の
優
先
度
を
明
確
に
し
、
内
部
努
力
を

徹
底
さ
せ
、
区
民
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
肝

心
だ
。
施
策
評
価
支
援
シ
ス
テ
ム
に
区
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
、
全
事
業
を
対
象
と
し
た

抜
本
改
革
を
図
れ
。
ま
た
、
区
長
は
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
せ
よ
。

　
介
護
保
険
の
実
施
で
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
が
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
円
滑
な

運
営
に
向
け
万
全
の
体
制
で
臨
め
。
ま
た
、

公
平
・
公
正
性
を
確
保
す
る
た
め
、
区
民
か

ら
の
苦
情
へ
の
十
分
な
対
応
や
、
事
業
者
へ

の
適
切
な
指
導
に
努
め
よ
。
更
に
、
低
所
得

者
へ
の
利
用
料
の
減
免
に
つ
い
て
も
、
十
分

な
対
策
を
講
じ
よ
。

　
出
張
所
の
見
直
し
で
は
、
地
域
住
民
の
利

便
性
を
低
下
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
住
民
の

社
会
情
勢
を
的
確
に
と
ら
え

夢
の
あ
る
区
政
運
営
を

声
を
十
分
把
握
し
た
上
で
、
議
論
を
重
ね
、

理
想
の
地
域
行
政
制
度
を
構
築
せ
よ
。

　
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
重
点
を
置
い
た

住
宅
施
策
の
充
実
が
必
要
だ
。
区
営
住
宅
の

ポ
イ
ン
ト
方
式
の
導
入
や
公
的
身
元
保
証
制

度
の
創
設
な
ど
を
実
現
せ
よ
。

　
放
置
自
転
車
対
策
で
は
、
総
合
計
画
を
早

急
に
示
し
、
自
転
車
登
録
制
の
導
入
な
ど
、

具
体
策
を
実
行
せ
よ
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
育
成
は
、
教

育
の
永
遠
の
役
割
だ
。
都
区
制
度
改
革
を
公

教
育
へ
の
信
頼
回
復
の
好
機
と
と
ら
え
、
移

管
さ
れ
る
教
科
書
採
択
で
は
、
公
正
中
立
を

基
本
と
せ
よ
。
ま
た
、
小
学
校
の
給
食
調
理

業
務
の
民
間
委
託
は
、
先
に
実
施
す
る
中
学

校
の
委
託
の
成
果
を
十
分
検
証
し
た
上
で
進

め
、
検
証
な
し
の
委
託
化
は
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
。

　
希
望
丘
バ
ス
路
線
の
社
会
実
験
が
、
一
部

の
地
域
住
民
の
反
対
に
よ
り
実
施
で
き
な
か

っ
た
の
は
誠
に
残
念
だ
。
早
期
運
行
に
向
け
、

区
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
せ
よ
。
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都
区
制
度
改
革
で
、
区
は
、
基
礎
的
自
治

体
と
な
っ
た
た
め
、
よ
り
世
田
谷
ら
し
い
施

策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
で
、
区
財

政
は
危
機
的
状
況
で
あ
り
、
行
財
政
改
革
を

一
層
進
め
、
行
政
を
ス
リ
ム
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
中
、
区
が
、
新
た
に

実
施
計
画
と
行
財
政
改
善
を
1
年
ご
と
に
評

価
し
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
を
修
正
す
る
方

式
を
導
入
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
今
後
も
、

行
革
を
全
力
で
進
め
る
た
め
、
職
員
の
経
営

感
覚
の
育
成
や
委
託
事
業
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
の
強
化
に
努
め
よ
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
活
用
な
ど
、
情
報
提
供
に
も
力
を
注
げ
。

　
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
移
管
に
合
わ
せ
、

資
源
循
環
型
社
会
へ
の
一
層
の
取
り
組
み
が

不
可
欠
だ
。
区
独
自
の
再
生
品
の
販
路
拡
大

な
ど
に
努
め
よ
。
ま
た
、
ご
み
の
夜
間
・
早

朝
収
集
や
カ
ラ
ス
が
嫌
う
色
の
ご
み
袋
の
導

入
な
ど
、
カ
ラ
ス
対
策
も
強
化
せ
よ
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
が

重
要
だ
。
二
子
玉
川
再
開
発
で
は
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
街
づ
く
り
を
進
め
よ
。

行
財
政
改
革
を
推
進
し
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独
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の
施
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せ
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更
に
、
ミ
ニ
開
発
防
止
条
例
の
制
定
を
急
げ
。

譲
与
さ
れ
る
法
定
外
公
共
物
は
、
災
害
時
の

避
難
路
を
兼
ね
た
公
園
に
整
備
せ
よ
。
ま
た
、

未
利
用
の
区
有
地
の
暫
定
利
用
に
も
努
め
よ
。

　
介
護
保
険
の
実
施
で
は
、
国
保
料
へ
の
第

2
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
上
乗
せ
に
よ
り
、

国
保
料
滞
納
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
低

所
得
者
へ
の
介
護
保
険
料
の
減
免
措
置
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
国
保
料
の
徴
収
強
化
や
未

加
入
者
対
策
に
力
を
注
げ
。
ま
た
、
介
護
保

険
対
象
外
の
高
齢
者
の
支
援
に
向
け
、
地
域

の
支
え
合
い
活
動
の
全
区
展
開
に
努
め
よ
。

　
女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
多
様
な
保
育

施
策
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
時
保

育
な
ど
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
せ
よ
。

　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
が
重
要
だ
。
英
語

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
身

に
付
け
ら
れ
る
授
業
に
取
り
組
め
。
小
中
学

校
で
の
パ
ソ
コ
ン
教
育
の
推
進
で
は
、
教
職

員
へ
の
研
修
に
努
め
る
と
と
も
に
、
授
業
に

積
極
的
に
生
か
せ
。
ま
た
、
教
科
書
採
択
は
、

十
分
吟
味
し
て
行
え
。

鳶
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開
発
事
業
優
先
か
ら

区
民
本
位
の
区
政
に
転
換
を

　
区
の
行
革
の
行
動
計
画
は
、
老
人
福
祉
手

当
の
区
措
置
分
の
廃
止
や
、
保
育
料
の
値
上

げ
、
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
化
な

ど
を
行
う
も
の
で
、
区
民
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
く
ら
し
・
福
祉
・
教
育
を
大
き
く

後
退
さ
せ
る
。
更
に
、
不
況
で
苦
し
む
区
民

に
は
債
権
管
理
条
例
を
も
っ
て
区
民
税
や
国

保
料
な
ど
の
徴
収
を
強
化
す
る
一
方
で
、
巨

額
の
税
金
を
投
じ
て
二
子
玉
川
再
開
発
を
押

し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、

開
発
事
業
優
先
で
、
区
民
に
犠
牲
を
強
い
る

区
政
運
営
は
許
さ
れ
な
い
。
区
民
に
負
担
を

押
し
付
け
る
、
行
革
の
行
動
計
画
の
再
検
討

と
区
民
本
位
の
区
政
へ
の
転
換
を
求
め
る
。

　
二
子
玉
川
再
開
発
に
は
、
多
く
の
住
民
が

反
対
し
て
い
る
。
住
民
と
十
分
話
し
合
う
と

と
も
に
、
計
画
は
抜
本
的
に
見
直
せ
。

　
区
民
に
負
担
を
掛
け
ず
に
、
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
都
区
財
調
で
の
区
の

配
分
率
の
向
上
に
力
を
注
げ
。
ま
た
、
区
道

に
あ
る
電
柱
な
ど
の
道
路
占
用
料
は
、
東
電

や
N
T
T
に
1
5
億
円
も
減
額
し
て
や
っ
て
い
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る
。
設
置
者
に
適
正
な
負
担
を
求
め
よ
。

　
区
民
福
祉
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
が
重
要

だ
。
介
護
保
険
の
実
施
で
は
、
保
険
外
サ
ー

ビ
ス
も
含
め
、
低
所
得
者
に
対
す
る
利
用
料

の
減
免
制
度
を
早
急
に
設
け
よ
。
ま
た
、
区

民
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
、
基
本
健
康
診

査
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
取
り
組
め
。

更
に
、
保
育
園
待
機
児
の
解
消
に
向
け
た
施

設
整
備
に
全
力
を
挙
げ
よ
。

　
学
校
教
育
で
は
、
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

の
拡
充
に
努
め
よ
。
ま
た
、
区
に
お
け
る
教

科
書
採
択
に
当
た
っ
て
は
、
教
員
の
意
見
を

十
分
反
映
せ
よ
。
更
に
、
子
ど
も
の
内
心
の

自
由
を
尊
重
し
、
学
校
行
事
な
ど
で
の
国
旗

・
国
歌
の
強
制
は
や
め
よ
。

　
出
張
所
の
見
直
し
が
示
さ
れ
た
が
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
後
退
を
招
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

区
民
の
視
点
に
立
っ
て
、
考
え
直
す
べ
き
だ
。

　
外
環
道
の
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
車

公
害
を
助
長
し
、
区
内
の
緑
と
水
を
喪
失
さ

せ
る
。
沿
線
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
凍
結

解
除
に
は
反
対
せ
よ
。

区
民
と
連
携
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を

　
都
区
制
度
改
革
や
介
護
保
険
の
実
施
に
よ

り
、
区
は
、
新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
区
民
二
ー
ズ
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
都
区
財

調
で
の
配
分
率
向
上
の
交
渉
継
続
を
初
め
、

財
源
の
確
保
に
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
め
。

　
地
方
分
権
の
推
進
に
よ
り
、
区
の
権
限
が

拡
大
す
る
。
施
策
評
価
支
援
シ
ス
テ
ム
や
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
の
新
し
い
手
法
を
活
用

し
、
区
民
へ
の
情
報
公
開
を
一
層
進
め
、
行

政
の
説
明
責
任
を
果
た
せ
。
更
に
、
職
員
の
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意
識
改
革
や
資
質
の
向
上
を
図
り
、
真
に
区

民
に
信
頼
さ
れ
る
行
政
を
目
指
せ
。

　
介
護
保
険
の
開
始
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定
が
遅
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
万
全
を
期
せ
。
ま
た
、
低
所
得
者
に
対

す
る
利
用
料
の
負
担
軽
減
策
の
具
体
化
も
急

げ
。
N
P
O
な
ど
と
協
力
し
、
保
険
外
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
に
も
努
め
よ
。

　
清
掃
事
業
で
は
、
ご
み
の
減
量
に
対
す
る

区
民
へ
の
意
識
啓
発
が
重
要
だ
。
分
別
回
収

が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
、
P
R
に
積
極
的
に
取

漸幽趣鰍
幽愈爾

市
民
参
画
を
基
本
と
す
る

区
政
の
推
進
に
全
力
を
注
げ

鯛
［

ヨ

簾
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地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
区
政
は
、
区

民
参
画
を
基
本
と
し
て
展
開
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
区
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
仕
組
み
を
積
極
的
に
活
用
し
、
区
民
の

声
を
十
分
反
映
さ
せ
た
、
だ
れ
も
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
街
の
実
現
に
全
力
を
注
げ
。

　
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
学

校
完
全
週
5
日
制
な
ど
の
実
施
に
備
え
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
育
つ
た
め
の

施
策
を
具
体
化
せ
よ
。
子
ど
も
憲
章
の
制
定

に
も
積
極
的
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
介
護
保

険
は
高
齢
者
施
策
の
一
部
で
し
か
な
い
。
ま

ず
、
区
民
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
い
う
視
点
か
ら
、
制
度
の
定
着
化
に
全
力

を
注
げ
。
併
せ
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
担
い

手
を
確
保
す
る
た
め
、
人
材
の
育
成
や
N
P

O
へ
の
支
援
に
強
力
に
取
り
組
め
。
更
に
、

寝
た
き
り
予
防
施
策
の
充
実
と
、
介
護
体
制

の
整
備
、
低
所
得
者
対
策
に
も
万
全
を
期
せ
。

　
環
境
問
題
で
は
、
世
田
谷
ら
し
い
緑
の
多

い
街
を
つ
く
る
た
め
、
区
民
と
の
協
働
に
よ

る
80
万
緑
化
計
画
を
着
実
に
推
進
せ
よ
。
ま

た
、
深
刻
化
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
環
境
ホ

ル
モ
ン
ヘ
の
対
策
を
、
よ
り
一
層
強
化
せ
よ
。

更
に
、
都
か
ら
移
管
さ
れ
る
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
実
施
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
区
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
発
展
さ
せ
、
資
源
循
環
型

社
会
の
実
現
を
目
指
せ
。
併
せ
て
、
清
掃
職

員
へ
の
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
意

識
改
革
を
徹
底
せ
よ
。
必
要
な
処
遇
上
の
配

慮
も
行
え
。

　
学
校
給
食
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で

良
質
な
食
事
の
提
供
を
最
優
先
に
す
べ
き
だ
。

関
係
者
と
十
分
協
議
し
、
民
間
委
託
化
に
は

慎
重
に
対
応
せ
よ
。
ま
た
、
学
校
で
は
国
旗

の
掲
揚
と
国
歌
の
斉
唱
を
強
制
す
る
な
。
更

に
、
教
科
書
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
教
育
の

中
立
性
を
堅
持
せ
よ
。

　
山
積
す
る
区
政
課
題
の
解
決
に
は
、
効
率

的
な
行
政
へ
の
改
革
が
必
要
だ
が
、
民
間
委

託
に
偏
重
す
る
こ
と
は
問
題
だ
。
ま
ず
は
、

区
が
主
体
と
な
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
せ

よ
。
ま
た
、
福
祉
の
後
退
を
強
い
る
国
や
都

の
動
向
に
は
、
明
確
に
異
議
を
唱
え
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

1㌧藩＼

．ふ、
恥・添

マ　　　　　ヲ

り
組
め
。
ま
た
、
都
か
ら
移
管
さ
れ
る
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
法
を
工
夫
し
、

区
民
へ
の
啓
発
活
動
の
拠
点
と
せ
よ
。

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
に
対
す
る
区
民
の
不

安
が
募
っ
て
い
る
。
区
民
も
参
加
で
き
る
汚

染
調
査
を
実
施
せ
よ
。
ま
た
、
区
民
・
行
政

・
企
業
の
協
働
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
・
ゼ

ロ
ヘ
の
取
り
組
み
を
強
力
に
進
め
る
た
め
、

早
期
に
条
例
を
制
定
せ
よ
。

　
緑
の
保
全
・
創
出
に
向
け
た
学
校
で
の
取

り
組
み
が
重
要
だ
。
緑
の
基
本
計
画
の
目
標

ヲ

瀞
ノ

聾

ツ

卜

窄
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　／
㌧、　《
鰍

を
達
成
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
緑
化
を
積
極

的
に
推
進
せ
よ
。

　
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
整
備
で
は
、

N
P
O
な
ど
の
協
力
に
よ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス

メ
ニ
ュ
ー
の
拡
大
や
、
児
童
館
で
の
子
育
て

相
談
事
業
の
充
実
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

ま
た
、
新
設
の
担
当
組
織
を
中
心
に
、
少
子

化
対
策
を
一
層
強
化
せ
よ
。
更
に
、
子
ど
も

の
人
権
を
保
障
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
参
画

を
得
て
、
子
ど
も
の
権
利
宣
言
や
条
例
制
定

に
全
力
を
注
げ
。

麟階

灘懸灘轡置

　
箱
物
と
金
の
バ
ラ
マ
キ
の
少
子
化
対
策
は

政
党
の
選
挙
対
策
だ
。
せ
た
が
や
の
家
の
失
．

敗
（
中
止
）
は
バ
ラ
マ
キ
と
不
公
平
さ
に
あ

る
。
出
張
所
に
は
自
動
交
付
機
を
設
置
し
、

人
を
削
れ
。
ま
ち
づ
く
り
と
称
し
て
役
人
の

仕
事
を
作
る
な
。
選
挙
管
理
委
員
は
区
議
O

B
が
独
占
、
区
議
の
天
下
り
だ
。
政
党
の
利

益
を
代
表
し
て
何
が
公
正
か
。
国
旗
、
国
歌

　
　
　
　
　
　
あ
お

で
民
族
主
義
を
煽
る
の
は
時
代
錯
誤
。
教
科

書
採
択
で
は
左
右
の
政
治
圧
力
に
屈
す
る
な
。

区
長
は
晩
節
を
汚
さ
ず
出
処
進
退
を
誤
る
な
。

噛麟灘灘
　
区
政
に
今
、
一
番
必
要
な
も
の
は
、
時
間

の
感
覚
、
つ
ま
吟
ス
ピ
ー
ド
で
あ
り
、
特
に
、

財
政
危
機
へ
の
一
刻
も
早
い
対
応
だ
。
し
か

し
、
だ
れ
が
考
え
て
も
真
っ
先
に
着
手
す
べ

き
、
莫
大
な
経
費
の
掛
か
る
文
化
系
施
設
の

休
止
を
行
わ
ず
、
問
題
を
先
送
り
し
て
い
る
。

更
に
、
基
金
も
取
り
崩
す
だ
け
で
将
来
展
望

が
無
く
、
机
上
の
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
に
終
わ

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
根
本
的
な
行
革

に
手
を
付
け
ず
、
単
に
昨
年
の
繰
り
返
し
に

す
ぎ
な
い
1
2
年
度
予
算
に
は
反
対
す
る
。

＼＼’／　／
　
環
境
の
世
紀
に
向
け
た
大
変
革
の
中
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
名
を
借
り
た
開
発
区
政
は
通

用
し
な
い
。
出
張
所
を
そ
の
出
先
と
せ
ず
人

員
を
削
減
せ
よ
。
小
田
急
連
立
事
業
で
は
、

都
知
事
が
地
下
の
方
が
安
く
早
い
と
言
明
し
、

3
セ
ク
は
解
散
し
た
。
京
王
線
も
調
布
が
地

r
『
魑
醒
欝
灘
灘
．
鐡
曝

下
化
さ
れ
、
区
内
は
地
下
へ
向
か
う
。
小
田

急
地
下
化
転
換
や
経
堂
再
開
発
の
大
幅
縮
小

は
可
能
だ
。
大
気
汚
染
深
刻
化
の
中
、
地
区

幹
線
道
路
の
整
備
は
や
め
よ
。
転
換
の
好
機

を
捕
ら
え
ぬ
区
政
の
全
予
算
案
に
反
対
す
る
。

／／＼

　＼

　
ー
ー
ー
ー
L

　
唱
　
！
ー
ー

』
ー
　
ー
ー
ー
ー

ー
i
I
解
」

　
　
区
民
に
信
頼
さ
れ
る
区
政
の
展
開
を
『

鰹
灘
鱗
鐵
購
馨

ー
ー
ー
ー
－
　
　
　
　
ー
ー
i
！
－
ー
I
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
！
ー
｝

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
行
政
改
革
の
推

進
が
極
め
て
重
要
だ
。
行
政
改
革
と
は
、
行

政
を
効
率
化
さ
せ
る
た
め
、
ま
ず
、
行
政
内

部
の
改
革
を
徹
底
す
る
こ
と
で
あ
る
。
出
張

所
の
見
直
し
の
よ
う
な
、
区
民
に
負
担
を
転

嫁
し
、
区
が
最
も
重
視
す
べ
き
区
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
区
は
、

区
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
基
本
に
立
ち
返
り
、

区
民
と
の
信
頼
関
係
の
強
化
や
地
域
力
の
向

上
を
念
頭
に
置
き
、
行
政
改
革
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
け
。

／『一、

　　　＼、
、
r
匿
－

　
区
は
、
行
財
政
改
善
な
ど
の
様
々
な
区
政

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
法
制

上
の
制
限
や
、
国
や
都
の
方
針
に
よ
る
制
約

な
ど
に
よ
っ
て
、
区
だ
け
で
は
解
決
が
困
難

な
課
題
も
多
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
解
決

へ
の
努
力
を
怠
る
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な

い
。
区
民
に
最
も
身
近
な
自
治
体
で
あ
る
区

の
日
々
の
努
力
や
情
熱
が
、
必
ず
次
の
時
代

の
社
会
を
明
る
く
し
、
よ
り
良
い
世
田
谷
を

築
く
か
ら
だ
。
こ
う
し
た
使
命
感
を
自
覚
し
、

全
力
で
予
算
執
行
に
当
た
れ
。
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6月に開催する予定です。1ま、会唖第2回定仮

区
長
の
区
議
会
招
集

あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　
2
3
区
の
悲
願
で
あ
っ
た
都
区
制
度
改
革
が

実
現
し
ま
す
。
今
後
も
、
区
民
生
活
の
向
上

と
豊
か
な
地
域
社
会
の
構
築
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。
ま
た
、
都
区
間
の
財
源
配
分
を
め

ぐ
る
論
議
な
ど
を
通
し
、
現
在
の
税
財
政
制

度
は
、
時
代
に
即
し
て
い
な
い
も
の
と
感
じ

ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
を
変
革
す
る
た
め

に
も
、
更
に
地
方
分
権
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
区
が
真
に
自
主
的
、
自
立
的
な
自
治
体

と
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
区
政
を
実
現
す

る
た
め
、
基
本
計
画
の
調
整
計
画
や
行
財
政

改
善
計
画
な
ど
を
策
定
し
、
計
画
的
、
効
率

的
な
区
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
清
掃
事
業
の
移
管
に
先
立
ち
、
新
し
い
資

源
回
収
シ
ス
テ
ム
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
一
体
と
な
っ
た
世
田
谷

ら
し
い
清
掃
事
業
を
計
画
的
に
展
開
し
ま
す
。

　
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
の
き
れ
い
な
街
を
目
指
し
、

三
軒
茶
屋
、
喜
多
見
、
千
歳
鳥
山
地
区
を
環

境
美
化
推
進
地
区
に
指
定
し
ま
す
。
I
S
O

1
4
0
0
1
の
導
入
に
も
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
、
中
小
企
業

で
の
新
製
品
な
ど
の
開
発
研
究
を
支
援
し
ま

す
。
更
に
、
高
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し

た
企
業
合
同
就
職
説
明
会
も
実
施
し
ま
す
。

　
4
月
か
ら
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

事
業
を
適
正
、
円
滑
に
運
営
す
る
と
と
も
に
、

今
後
は
、
介
護
保
険
や
保
健
福
祉
、
区
民
に

よ
る
支
え
合
い
活
動
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
、

総
合
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
が
、
国
の
整
備
検
討
路

線
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
実
現
に
向
け

た
課
題
の
解
決
に
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
区
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
緑

を
大
切
に
す
る
自
主
的
な
活
動
を
広
げ
、

「
み
ど
り
の
ま
ち
世
田
谷
」
を
築
き
ま
す
。

　
道
路
整
備
方
針
を
見
直
し
、
防
災
ま
ち
づ

く
り
や
街
づ
く
り
事
業
と
の
一
体
的
整
備
な

ど
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
教
科
書
の
採
択
権
な
ど
の
事
務
移
管
に
伴

い
、
よ
り
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
行
え
る
よ

う
力
を
尽
く
し
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
教

育
を
推
進
し
ま
す
。
更
に
、
学
校
の
改
築
や

施
設
の
整
備
も
進
め
ま
す
。

．
，
識
決
内
・
谷
の
つ
づ
き

　
と
し
た
こ
と
な
ど
。

O
特
養
ホ
ー
ム
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
介
護
保
険
の
実
施
に
伴
い
、
特
養
ホ
ー
ム

　
の
利
用
者
資
格
を
変
更
し
た
こ
と
な
ど
。

O
身
体
障
害
者
自
立
体
験
ホ
ー
ム
条
例

（
賛
成
多
数
羅
輯
雛
．
活
悉
杜
）

　
使
用
料
を
見
直
し
た
。

○
知
的
障
害
者
生
活
寮
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
松
原
け
や
き
寮
で
、
一
時
保
護
事
業
を
開

　
始
し
た
。

○
老
人
福
祉
手
当
条
例

（
賛
成
多
熱
礁
灘
齪
生
活
悉
鶴
）

　
老
人
福
祉
手
当
の
支
給
要
件
を
見
直
し
た
。

0
公
園
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
次
の
公
園
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
西
太

　
子
堂
児
童
遊
園
と
稲
荷
塚
古
墳
広
場
を
区

　
立
公
園
に
位
置
付
け
、
名
称
を
変
更
し
た
。

名
　
　
称

所
在
　
地

00

ね
ん
公
園
北
沢
5
丁
目
3
7
1
1
0

中
町
2
丁
目
公
園

中
町
2
丁
目
3
4
1
1

喜
多
見
ま
ち
か
ど
公
園

喜
多
見
1
丁
目
2
5
1
3

岡
本
わ
き
み
ず
緑
地

岡
本
2
丁
目
3
5
1
1
6

二
子
玉
川
け
や
き
緑
地

玉
川
3
丁
目
1
9
－
7

上
馬
塩
田
緑
地
上
馬
2
丁
目
1
7
1
1
4

松
之
木
都
市
林
駒
沢
1
丁
目
1
3
1
3

O
身
近
な
広
場
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
西
太
子
堂
児
童
遊
園
を
右
記
の
公
園
と
し
た
。

○
都
市
計
画
審
議
会
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
審
議
会
委
員
の
構
成
を
変
更
す
る
こ
と
な
ど
。

O
地
区
計
画
区
域
内
の
建
築
物
制
限
条
例

（
賛
成
蕊
難
繋
齪
生
盾
灸
駄
）

　
玉
川
田
園
調
布
1
・
2
丁
目
地
区
地
区
整

　
備
計
画
区
域
や
、
北
沢
5
丁
目
・
大
原
1

　
丁
目
地
区
防
災
街
区
整
備
地
区
整
備
計
画

　
区
域
を
新
た
に
対
象
と
す
る
こ
と
な
ど
。

O
沿
道
区
域
指
定
基
準
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
法
改
正
に
伴
う
も
の
。

O
条
例
の
廃
止
　
　
　
　
　
　
　
　
3
件

O
授
産
場
条
例

（
菱
数
羅
蝦
縷
齢
．
活
悉
杜
）

　
授
産
場
を
廃
止
し
た
。

O
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
介
護
保
険
の
実
施
に
伴
い
、
在
宅
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
施
主
体
を
社
会
福

　
祉
法
人
に
改
め
た
。

○
高
齢
者
借
上
げ
専
用
住
宅
条
例

（
賛
成
多
数
繋
噸
雛
．
活
条
杜
）

　
松
寿
荘
を
廃
止
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
1
件
（
全
員
賛
成
）

○
仮
称
国
士
舘
坂
通
り
整
備
工
事
（
そ
の
3
）

　
契
約
金
額
1
1
二
億
六
六
七
〇
万
円

　
工
事
概
要
1
1
街
築
工
、
舗
装
工
な
ど

⑭
都
市
基
盤
整
備
公
団
に
よ
る
道
路
整
備
工

　
事
施
行
の
同
意
　
　
　
　
　
　
　
1
件

（
賛
成
多
数
辮
糠
難
．
活
悉
杜
）

　
都
市
計
画
道
路
補
助
㎜
号
線
（
上
馬
1
丁

　
目
32
1
1
5
先
～
下
馬
3
丁
目
3
5
1
8
先
）

　
の
整
備
工
事
を
、
公
団
が
区
に
代
わ
っ
て

　
施
行
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

⑭
区
道
路
線
の
認
定
　
　
1
件
（
全
員
賛
成
）

　
所
在
地
閥
鎌
田
3
丁
目
誕
番
外

　
延
長
1
1
八
三
一
・
〇
六
m

⑫
負
担
附
贈
与
の
受
入
れ
　
1
件
（
全
員
賛
成
）

　
清
掃
事
業
の
移
管
に
伴
い
、
6
ケ
所
の
清

　
掃
事
務
所
な
ど
を
都
か
ら
受
け
入
れ
た
。

㊤
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
　
　
1
件

（
賛
成
轟
羅
燃
縣
活
条
）

　
し
ん
じ
　
　
　
い
　
そ
　
や

　
進
士
　
五
十
八
　
5
6
歳
（
新
任
）

㊧
名
誉
区
民
選
定
の
同
意
　
　
　
　
　
　
2
件

（
賛
成
多
熱
懇
霞
生
活
悉
）

　
区
政
の
進
展
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
次

　
の
2
名
を
、
名
誉
区
民
と
し
て
選
定
す
る

　
こ
と
に
同
意
し
た
。

　
さ
く
ら
い
　
　
ま
さ
の
ぶ

　
櫻
井
　
正
信
（
大
学
名
誉
教
授
　
7
8
歳
）

　
た
け
だ
　
　
は
る
え

　
武
田
　
治
恵
（
幼
稚
園
園
長
　
8
3
歳
）

O
議
員
提
出
議
案
　
　
　
　
　
　
　
　
1
件

O
区
議
会
委
員
会
条
例
の
改
正

（
賛
成
多
数
灘
継
驚
活
悉
）

　
組
織
改
正
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
の
所
管

　
を
一
部
変
更
し
た
。

◆
第
1
回
臨
時
会
の
議
決
内
容
◇

　
2
月
2
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
で
議
決

さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

㊥
助
役
選
任
の
同
意
　
　
1
件
（
全
員
賛
成
）

　
や
と
う
じ
　
た
つ
ろ
う

　
八
頭
司
　
達
郎
　
5
9
歳
（
新
任
）

⑱
専
決
処
分
の
承
認
　
　
2
件
（
全
員
賛
成
）

○
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
和
解

　
平
成
1
0
年
に
区
立
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
発

　
生
し
た
児
童
の
死
亡
事
故
に
係
る
損
害
賠

　
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
、
都
と
連
帯
し
て
、

　
和
解
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

○
損
害
賠
償
額
の
決
定

　
前
記
の
事
故
で
の
、
被
害
者
が
加
入
す
る
健

　
康
保
険
組
合
が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
、
都

　
と
連
帯
し
て
賠
償
す
る
金
額
を
決
定
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
の
審

議
結
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

薫

眺凱
　～
　　可

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の
（
全
員
賛
成
）

◆
趣
旨
採
択
し
た
も
の
　
　
　
　
　
　
2
件

○
「
J
R
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る

　
意
見
書
」
に
関
す
る
請
願

O
東
急
大
井
町
線
上
野
毛
駅
改
修
等
に
関
す

　
る
請
願

◆
取
り
下
げ
を
承
認
し
た
も
の
　
　
　
1
件

O
『
千
歳
船
橋
駅
に
「
駐
輪
場
設
置
」
を
』

　
に
関
す
る
請
願

新
し
く
出
さ
れ
た
も
の

◆
区
民
生
活
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
1
件

○
東
京
都
下
に
お
け
る
自
治
体
の
農
林
水
産

　
振
興
策
の
一
層
の
拡
充
及
び
政
府
へ
の
意

　
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

◆
福
祉
保
健
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
1
件

○
財
政
再
建
推
進
プ
ラ
ン
に
よ
る
、
保
育
都

　
加
算
事
業
や
乳
幼
児
医
療
費
等
の
施
策
を

　
後
退
さ
せ
ず
、
保
育
予
算
の
増
額
を
求
め

　
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

◆
公
共
交
通
機
関
対
策
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
1
件

O
地
域
住
民
の
足
を
守
り
、
安
全
・
信
頼
の

　
タ
ク
シ
i
確
立
を
め
ざ
し
て
政
府
へ
の
意

　
見
書
提
出
を
要
請
す
る
陳
情

第
1
回
定
例
会
分

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

◆
取
り
下
げ
を
承
認
し
た
も
の
　
2
件
（
全
員
賛
成
）

O
弦
巻
1
丁
目
に
建
設
予
定
「
（
仮
称
）
オ

　
ー
ベ
ル
桜
新
町
」
の
建
設
計
画
一
部
変
更

　
と
通
学
路
の
安
全
確
保
に
関
す
る
請
願

O
母
子
生
活
支
援
施
設
の
充
実
を
求
め
る
陳
情

◆
不
採
択
と
な
っ
た
も
の
　
　
　
　
　
1
件

（
賛
成
多
轟
鑑
撚
懇
悉
桂
）

O
世
田
谷
区
と
小
田
急
電
鉄
の
「
経
堂
駅
周

　
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
確
認
書
」

　
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
陳
情

新
し
く
出
さ
れ
た
も
の

◆
福
祉
保
健
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
1
件

O
聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
を
制
限
す
る
欠

　
格
事
項
の
早
期
改
正
を
求
め
る
請
願

◆
都
市
整
備
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
2
件

O
「
地
区
防
災
施
設
1
号
の
4
丁
目
部
分
の

　
拡
幅
後
の
道
路
幅
は
6
M
で
な
く
4
M
に

　
す
る
」
陳
情

O
成
城
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
用
地
の
宅
地
等
開

　
発
の
動
き
に
関
す
る
陳
情

◆
文
教
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
　
1
件

O
世
田
谷
区
立
中
学
校
の
教
育
環
境
（
部
活

　
動
）
整
備
に
関
す
る
請
願

◆
公
共
交
通
機
関
対
策
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
1
件

O
世
田
谷
線
へ
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
低
床
車
輔

　
導
入
に
関
す
る
請
願

◆
放
置
自
転
車
対
策
等
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
1
件

○
『
千
歳
船
橋
駅
に
「
駐
輪
場
設
置
」
を
』

　
に
関
す
る
請
願

区
議
会
は
、
次
の
要
望
書
を
関
係
機
関
あ

て
に
提
出
し
ま
し
た
。

J
R
採
用
問
題
の
早
期
解
決
に
関
す
る
要
望

書平
成
1
2
年
1
月
6
日

　
内
閣
総
理
・
運
輸
・
労
働
大
臣
あ
て

正
副
委
員
長
の
互
選
結
果
の
報
告

O
都
市
整
備
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
大
場
康
宣
（
自
　
民
）

O
予
算
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
荒
木
義
一
（
自
　
民
）

　
副
委
員
長
　
板
井
　
斎
（
公
　
明
）

　
副
委
員
長
　
笹
尾
　
淑
（
共
　
産
）

O
懲
罰
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
石
塚
一
信
（
自
　
民
）

　
副
委
員
長
　
吉
本
保
寿
（
公
　
明
）

※
懲
罰
特
別
委
員
会
は
、
議
員
か
ら
2
件
の

　
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
審
査
す

　
る
た
め
設
置
し
ま
し
た
。
な
お
、
す
べ
て

　
の
動
議
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
の
住
所
変
更

嘉
部
広
司

　
（
新
住
所
）

　
　
T
E
L

羽
田
　
圭
二

　
（
新
住
所
）

　
　
T
E
L

（
共
産
）

砧
－
丁
目
1
7
－
2
3

砧
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
隔

（
五
七
二
七
）
〇
六
九
九

（
社
民
）

野
毛
3
丁
目
1
4
i
l
I
謝

（
三
七
〇
二
）
三
五
五
〇

近
岡
　
秀
輔
議
員
逝
去

箋
ヲ

　
近
岡
秀
輔
議
員
（
自
民
）
は
、
1
月
7
日
、

急
性
肺
炎
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
山
形

県
出
身
、
7
4
歳
。

　
近
岡
議
員
は
、
昭
和
5
8
年
以
来
4
回
当
選
。

こ
の
間
、
区
民
生
活
常
任
委
員
会
の
委
員
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
昨
年
5
月
か
ら

は
都
市
整
備
常
任
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
民
党
区
議
団

の
政
調
会
長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
近
岡
議
員
の
逝
去
に
よ
り
、
区
議

会
の
会
派
構
成
は
、
自
民
1
8
、
公
明
n
、
民

・
無
7
、
共
産
6
、
生
活
ネ
4
、
社
民
3
、

改
革
派
1
、
行
革
1
、
無
党
派
1
、
新
風
2
1

1
、
自
由
1
と
な
り
ま
し
た
。

O
区
議
会
だ
よ
り
が
親
し
み
や
す
い
も
の
と

　
な
る
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
ま
す
。

0
本
紙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
区
議

　
会
事
務
局
調
査
係
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
T
E
L
（
五
四
三
二
）
一
一
一
一

　
F
A
X
（
五
四
三
二
）
三
〇
三
〇
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